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はじめに

　本章の目的は，インドの「新しい労働運動」のల開とಛ性を明らかにすること
である。本書のং章では，「新しい労働運動」を「新興国型の新しい労働運動」
と「包摂・権利擁護型労働運動」に分けた。前者の新興国型の新しい労働運動は，
19�0年代～ 1980年代にいくつかの新興国でల開された労働運動に஫目したも
のである。新興国であるインドの労働運動は，この新興国型の新しい労働運動に
は分ྨされないが，19�0年代～ 1980年代に࣌ظをಉじくして，それまでの労
働運動とは異なる労働運動がݦ在化している。本章では，19�0年代に୆಄した
インドの「新しい労働運動」のಛ性や౸ୡ点を明らかにすることをめ͟す。それ
はこのۀ࡞なくしては，インドの今日の労働運動のશ体૾を೺Ѳできないからで
ある。ಉ࣌にこのۀ࡞を通じて，インドの「新しい労働運動」にଞ国とൺべてど
のようなಠ自性があるのかもࣔすことができる。
　インドの労働運動を体ܥ的に論ずるインド労働運動論は，労働組合が主ಋする
労働組合運動にॏ点をஔいてきた。その労働運動論では，今もӨڹ力が大きいイ
ンドの労働組合のશ国中ԝ組৫（ҎԼ，「φγϣφルηンλー」とする）である「中
ԝ労働組合組৫」（$entSal 5SaEe Union OSHanisation� $5UO）と，φγϣφル
ηンλー（およͼそのࡿԼの労働組合）が主ಋする賃金や労働条件の改善，向上を
主ཁな目的とする運動の動ଶに関する分析，記述が大きなҐஔͮけにある
（PVnekaS
 DeoEIaS anE SankaSan 1994� 7enkata 3atnam 200�� 3ani anE Sen 

Πϯυの�ͭの「新しい労働運動」

ଠాਔࢤ

ୈ3ষ
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2018� ଠా 2019C）。国レϕルの労働運動をݗҾするのは，શ国ن໛で労働者を
組৫する労働組合であるので，インドの労働運動論がφγϣφルηンλーの主ಋ
する労働運動を中心に論ずるのは当વだろう。また，インドの労働運動は，政࣏
政ౘまたは政࣏的組৫（ҎԼ，まとめて「政ౘ」とする）のྻܥԼにある労働組合（Ҏ

Լ，「政ౘܥ労働組合」とする）が運動を主ಋしてきたというಛ性があり（7enkata 

3atnam 200�� ଠా 2009），φγϣφルηンλーも多くが政ౘྻܥԼにある。そ
の݁果，主体的なҙ思ܾఆも当વなされるが，インドの労働運動は政ౘのҙを൓
өしたものとなる，あるいはそうなる܏向をଳͼたものとなっている。
　もちろんインドのすべての労働組合が政ౘྻܥԼで݁成されてきたわけではな
い。たとえ͹労働運動が盛んであったマϋーラーγϡトラभのभ౎ムンόイ（当

࣌はϘンϕイ）では1940年代ऴ൫に，企ۀをج൫に組৫された企ۀ別労働組合が
஀ੜした。19�0年代あたりまではそれらの企ۀ別労働組合とφγϣφルηンλ
ーとのつながりはڧかったが，19�0年代に஀ੜした多くの企ۀ別組合は，φγ
ϣφルηンλーからڑ཭をおくようになる。19�0年代になると政ౘのྻܥԼに
ない，ಠཱܥの労働組合（inEeQenEent Vnions）がݦ在化していった（Davala 

199�� ଠా 2009）。
　本章ではインドの「新しい労働運動」として，19�0年代Ҏ߱ݦஶになってき
たこのಠཱܥ労働組合による労働運動（ҎԼ，「ಠཱܥ労働組合運動」とする）に
஫目する。それはಠཱܥ労働組合運動が，政ౘܥ労働組合がそれまでల開してき
た労働運動のఀ଺とෆඋを打破しようとする動きだったからである。
　また本章では，ಠཱܥ労働組合運動だけでなく，本書ং章でいう包摂・権利擁
護型労働運動，すなわち，労働組合の関心が向かなかった，ഉআされた労働者の
組৫化や権利擁護，社会ਖ਼義の実現に取り組Ή労働運動も，インドの「新しい労
働運動」とҐஔͮける。それは，前ஈで述べた19�0年代に୆಄したಠཱܥ労働
組合の1つで，今もӨڹ力の大きい「自営ঁ性協会」（SelG EmQloZeE 8omen`s 

"ssociation� SE8"）が，まさに（インド版の）包摂・権利擁護型労働運動とݺ
べる運動をల開してきたからである。また今日，インドで包摂・権利擁護型労働
運動をల開するのは労働組合だけでなく，非政෎組৫（/(O）等の労働組合で
はない組৫による包摂・権利擁護型の取組みは，今日のインドの労働運動を語る
うえで無視することはできない（BIoXmik 200�）。
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　本章におけるインドの「新しい労働運動」はこのように，政ౘܥ労働組合にର
労働組合運動と，包摂・権利擁護型労働運動の2つかܥするものとしてのಠཱ߅
らなる。本章は，新興国型の新しい労働運動とಉ࣌ظにݦ在化し，今もଓくイン
ドの「新しい労働運動」の動ଶと౸ୡ点を明らかにし，そのධՁをࢼみる。ҎԼ，
第1અでは19�0年代のಠཱܥ労働組合の୆಄ظまでの労働運動を֓؍し，イン
ドの「新しい労働運動」がどのようなものかをより۩体的にඳࣸする。またその
աఔで，インドの「新しい労働運動」が新興国型ではない点もࣔす。第2અでは
ಠཱܥ労働組合とその労働運動の౸ୡ点をݕ౼する。そこではશ国的な労働組合
の࿈合組৫である「新しい労働組合イニγアςィブ」（/eX 5SaEe Union 

*nitiative� /5U*）に஫目する。第3અではインドの包摂・権利擁護型労働運動に
ついて，労働組合が主ಋするものと/(Oが主ಋするものそれͧれの事例をとり
あげ，運動のಛ性を明らかにして考࡯する。最後にインドの「新しい労働運動」
のධՁをࢼみる。なお本章では，労働運動をల開する主体や労働運動の目的΁の
関心を議論の中心にしており，労働運動の経済的，政࣏的എܠ΁の言及は最খ限
である。

Πϯυͷʮ৽͍͠࿑ಇӡಈʯͷ଻ಈ1

　「はじめに」において，政ౘܥ労働組合にର߅するものとしてのಠཱܥ労働組
合による労働運動と，包摂・権利擁護型労働運動の2つをインドの「新しい労働
運動」とҐஔͮけた。ಠཱܥという1点のみをج४とするわけではないが，明ࣔ
的か൱かは別に，インドの労働運動における新しい動きとしてಠཱܥ労働組合を
と り あ げ る 研 究 はDatt（199�），,annan（1999），3oZ$IoXEIVSZ（2003），
BIattacIaSKee anE "[caSate（200�），SIZam SVnEaS（200�），3ani anE Sen
（2018），ଠా（2011� 2019C）など，多くଘ在する。本અではಠཱܥ労働組合
運動の଻動とల開にয点をߜって論じ，インドの「新しい労働運動」のಛ性をよ
り明確にする。
　ここで，インドの労働運動史をみるにあたり，労働運動を主ಋする労働組合の
ಛ性を念಄におくのがཧղに有༻である。そのಛ性とは第1に，「はじめに」で
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述べたように，政ౘによるྻܥ化が進んでいることである。その݁果として，主
体的なҙ思ܾఆや行動ももちろんなされるが，労働運動が政ౘのҙを൓өしたも
のとなる，あるいはそうなる܏向をଳͼる。政ౘܥ労働組合はج本的には政ౘに
ैଐするཱ場にあり，政ౘの利֐が（労働組合にՃ入している）労働者の෱ࢱの改
善と向上に༏先することがある。第2に，労働組合がࡉ分化（involVtion）（3VEolQI 

anE 3VEolQI 198�）されている。ࡉ分化とは労働組合が分྾してෳ਺組合化し，
Өڹ力がऑまる状況を表している。労働組合が実際に分྾したかどうかというこ
ととは別に，インドでは労働組合の組৫化のج൫である事ۀ所，企ۀ࢈，ۀ，地
域，あるいはभやશ国レϕルで，目的や৴条を異にするෳ਺の労働組合が組৫さ
れていることが多い。労働組合は共ಉ行動をとることはあっても，労働運動も分
྾しやすく，労働運動が౷一されている場合にൺべると，労働組合が行࢖できる
Ө ڹ 力 は ऑ く な っ て い る（PVnekaS
 DeoEIaS anE SankaSan 1994� 7enkata 

3atnam 200�� ଠా 2009）。

���ɽಠཱܥ࿑ಇ૊߹ͷ୆಄�ʣ

　インドで最初の労働組合であるマドラス労働組合が஀ੜしたのは1918年であ
った。最初のφγϣφルηンλーであるશインド労働組合会議（"ll *nEia 5SaEe 

Union $onHSess� "*5U$）が݁成されたのも，ಉ࣌ظの1920年である。その後，
ଞのෳ਺のφγϣφルηンλーの݁成をめ͟す動きがイΪリス২ຽ地ظを通じて
みられた。২ຽ地ظऴ൫になると，࣍ 第に共࢈主義੎力が"*5U$でӨڹ力をڧめ，
これにର߅するためにインド国ຽ会議೿（ҎԼ，会議೿）は，"*5U$からᦻを分
かつܗでインドશ国労働組合会議（*nEian /ational 5SaEe Union $onHSess� 

*/5U$）を194�年5月に݁成した。これは会議೿が，ಠཱ後は政権運営に労働
がॏཁなҐஔͮけになると考えたためである。
　194�年のイΪリスからの分཭ಠཱ後，政権を担った会議೿の౷࣏は，「会議೿
γスςム」（ジϟϫーϋルラール・ωルーट૬࣌代の༩ౘである会議೿の一ౘ༏Ґ体੍）

とݺ͹れた。会議೿がݒ念したのは，ੜ࢈活動の଺りをҾきىこすストライΩと
共࢈主義੎力（SIZam SVnEaS 2005
 921）であった。そこで会議೿がաܹな労

1）本અの労働運動史はଠా（2009）による。
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働運動をల開する共࢈主義੎力にର߅するために利༻したのが，当࣌インド最大
のφγϣφルηンλーであった*/5U$である。会議೿は*/5U$を༻いて，す
なわち「会議೿ʕ*/5U$ライン」で，政権の労࢖関係政ࡦと会議೿を࣋ࢧする
労働者（*/5U$組合員）をૢ࡞し؅ཧしようとした（3VEolQI anE 3VEolQI 

198�）。会議೿γスςムのもとでは，「会議೿ʕ*/5U$ライン」による労࢖関係
政ࡦは有ޮであった。
　19�0年代に入り，とりわけ「ة機の10年」といわれる19�0年代後൒Ҏ߱に
なると，෺ՁߴಅなどをഎܠにストライΩ件਺が大෯に૿Ճしていく（ਤ���）。
ストライΩの૿Ճがࣔࠦするのは，会議೿ʕ*/5U$というラインでは，とくに
຤୺レϕルではすでに౷੍がޮかなくなっていたことである（ଠా 2009
 105）。
この࣌ظには*/5U$の組৫内෦的な౎合を༏先させる࢟੎や，職場でのそのリ
ーダーγップの有ޮ性΁のٙ念のためにෳ਺組合化が進み，またಉ࣌に労働組合
ؒの૪いも૿え，それがストライΩ件਺の૿ՃཁҼにもなった（BIattacIeSKee 

2000
 3�59）。
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（஫）（1）2015年およͼ201�年は࢑ఆ஋。
　　（2）「૪議（スʴロ）」はストライΩとロックアウトの合ܭ஋（19�1年まで）。
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　19�0年代後൒に会議೿γスςムが่յすると，会議೿ʕ*/5U$ラインの機
能ෆશが，とりわけ19�0年代Ҏ߱明確になった。それは，非*/5U$ܥ労働組
合が主ಋする労働運動というܗで現れた。とくに஫目すべきなのは，非常事ଶએ
言前年の19�4年に*/5U$Ҏ֎の主ཁφγϣφルηンλーが主ಋした大ن໛మ
ಓストライΩである（SIeSlock 2001）。本ストライΩは，࿈๜政෎にରする労働
組合によるશ国レϕルでの最初の政࣏的な௅ઓであったと指ఠされ（3VEolQI 

anE 3VEolQI 198�
 2�4），実際，࣌のट૬のインディラ・Ψンディーは，本ス
トライΩをڧ権的に中ࢭさせる。しかしこのమಓストライΩのൃੜ事由自体は，
௕ظにわたって改善されずమಓ労働者のෆຬがᓔੵしていた労働条件の改善をٻ
めるものであったという，政࣏とは関係のないものであった（SIeSlock 2001）。
それでもこのストライΩは，ཌ年の19�5年の非常事ଶ体੍のಋ入につながる一
࿈のྲྀれのなかにҐஔͮけることもできる。
　19�0年代に上記のような動向とฒ行して୆಄してきたのが，ಠཱܥ労働組合
である。「はじめに」で述べたように，ムンόイでは1940年代ऴ൫に，ຽؒ企ۀ
や多国籍企ۀの出現とともに，企ۀをج൫に組৫された企ۀ別労働組合が஀ੜし
た。19�0年代あたりまではそれらの企ۀ別労働組合とφγϣφルηンλーとの
つながりはڧかったが，19�0年代に஀ੜした多くの企ۀ別組合は，φγϣφル
ηンλーからڑ཭をおくようになった。それはφγϣφルηンλーܥの労働組合
リーダーによる組৫運営が日々の労働の໰୊に関心を෷わず，また運営スλイル
が࣌代஗れかつ中ԝ集権的であったためである。19�0年代になると，एくまた
Լにྻܥ໓し，政ౘのݬい労働者がそのような労働運動にߴҭਫ४が૬ର的にڭ
ないಠཱܥ労働組合のݦ在化はܾఆ的となった（Davala 199�
 4�5）。ಠཱܥ労
働組合で包摂・権利擁護型労働運動をల開するSE8"が労働組合としてొ࿥を
果たしたのも，19�0年代である（19�2年ొ࿥）。一ൠにಠཱܥ労働組合の労働運
動は，賃金をめ͙ってಆ૪的な࢟੎をࣔした（ଠా 2009）。1982年にはムンό
イのણҡۀ࢈で，ಠཱܥ労働組合によるストライΩが1年൒の௕きにわたって実
施されている2）。本ストライΩのഎܠには，経営者دりのཱ場をとり労働者のཁ

2）ストライΩを主ಋしたのは，ஶ名な労働運動家でෳ਺の労働組合においてトップを຿めたダッλ・α
ーマントである。
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 場労働組合（3asItSiZa Mill޻Լの国ຽણҡࡿ$を἞み取ろうとしない，*/5Uٻ

Ma[EooS SanHI� 3MMS）にରするෆຬがあった。
　また19�0年代～ 1980年代には，ಠཱܥ労働組合だけでなく，地域／地方政
ౘやಉ政࣏ஂ体の୆಄に൐う地域／地方をج൫とする労働組合が୆಄してきた。
また政࣏政ౘによるྻܥԼの労働組合΁のよりੵۃ的なհ入も進んだ。これらの
݁果として，*/5U$の੎力は૬ର的に後ୀし3），またಉ࣌ฒ行的に，労働運動
のࡉ分化・分ࢄ化がىこっている。19�0年代～ 1980年代はインド労働運動の
సظ׵であるといえる。
　このように，19�0年代のಠཱܥ労働組合の୆಄までに，インドの労働運動は，
政権༩ౘ会議೿のྻܥԼにある*/5U$中心の労働運動がల開され，会議೿γス
ςムの่յとともに，会議೿ではないଞの政ౘのྻܥԼにある，非*/5U$ܥの
政ౘܥ労働組合のଘ在ײが૿大したという経Ңをたどっている。そして*/5U$
にしろそうではない非*/5U$ܥ労働組合にしろ，現場の労働者の੠が൓өされ
ない労働運動をల開する政ౘܥ労働組合にରするෆຬがืり，これを一Ҽとして
ಠཱܥの労働組合が୆಄してきたのである。

���ɽ৽ܕࠃڵͷ৽͍͠࿑ಇӡಈͱͷ૬ҧ
　本߲ではとくに19�0年代～ 1980年代のインドの労働運動のల開が，本書ং
章で提ࣔした「新しい労働運動」の2つのྨ型の1つである「新興国型の新しい
労働運動」（ҎԼ，「新興国型」とすることがある）とԿが異なるか，改めて確ೝする。
本書ং章では，新興国型の新しい労働運動を「19�0年代～ 1980年代のいくつ
かの新興国における労働運動を出自とする，開ൃや経済ൃలのあり方を໰う，ま
た権Җ主義（的）もしくは非ຽ主主義的な体੍や׳行の打破をめ͟す方向にৼれ，
したがってಆ૪的であったというಛ性を有する労働運動」とした。またその労働
運動のల開では，労働組合ではないଞの社会άループやίϛϡニςィ組৫等との
協働やωットϫークܗ成が目的のୡ成にॏཁとなる（ং章13ϖージ）。
　前߲で֓؍したように，インドでも19�0年代～ 1980年代にಆ૪的な労働運

3）1980年代初಄まで最大のφγϣφルηンλーは*/5U$であったが，この࣌ظを経て*/5U$はイン
ド最大のφγϣφルηンλーの地Ґをインド労働者࿈ໍ（BIaSatiZa Ma[EooS SanHI� BMS）に明
け౉している。
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動がల開されはしたものの，࣍の点で「新興国型の新しい労働運動」ではなかっ
た。第1に，「新興国型の新しい労働運動」がల開された南アフリカやブラジル
などとは異なり，この࣌ظの，そしてイΪリスからの分཭ಠཱҎ߱，19�5 ～
��年をআいて今日にࢸるまで，インドの労働運動はຽ主主義体੍内のものであ
ったことである。19�4年の大ن໛మಓストライΩは，非常事ଶ体੍のಋ入に࿈
なる一࿈のྲྀれにҐஔͮけることができるものの，あくまでۀ࢈を෣୆にした，
労働の領域にとどまるものであった。また19�5 ～ ��年の非常事ଶ࣌にຽ主主
義がఀࢭしたが，その打破に労働組合は中心的な役割を果たしたわけではない4）。
　第2に，*/5U$，*/5U$Ҏ֎のφγϣφルηンλー，そしてそれらのࡿԼに
ある労働組合，また例֎をআいて୆಄ظのಠཱܥ労働組合のいずれも，組৫化や
運動のج൫は職場／࢓事／職にஔかれ，ίϛϡニςィとのかかわりがج本的には
なかったことである。
　ଞ方で，インドのಠཱܥ労働組合運動については，新興国型の新しい労働運動
のように（政࣏）体੍の打破をめ͟したものではないが，しかし࣍のことは指ఠ
できる。政ౘܥ労働組合は，その上ҐにҐஔする政ౘの利ӹを労働者の利ӹに༏
先させることがある。現場の労働者の利ӹを必ずしも代หしないというҙຯで，
政ౘܥ労働組合は非ຽ主的な組৫運営を行っている。非ຽ主的な組৫運営を行う
政ౘܥ労働組合にରし，「/o」をಥきつけたのがಠཱܥ労働組合による労働運動
である。それは労働運動という࿮内ではあるが，طଘのѱしき׳行を൱ఆし改善
しようとする，ຽ主主義のՁ஋をॏ視し実ફしようとするものととらえることが
できる。新興国型の新しい労働運動のスέールには及͹ないものの，ຽ主主義の
Ձ஋の実ફという点でインドのಠཱܥ労働組合運動は，新興国型の新しい労働運
動にもࣅた༷૬をఄしているとみることができる。
　Ճえて，ଞの新興諸国で盛り上がる新興国型の新しい労働運動のల開と࣌ظを
ಉじくして，本書でఆ義するもう1つの「新しい労働運動」である包摂・権利擁
護型労働運動（ҎԼ，「包摂・権利擁護型」とすることがある）がల開されていた点は，
インドの労働運動のಛ性としてಛ筆に஋する。インド版の包摂・権利擁護型労働

4）෇言すると，インドで今日ల開される共࢈・社会主義੎力による労働運動も，（൴らが考える）ਅの
ຽ主主義の実現にはࢿ本主義ではなく共 社会主義が必ཁとの考えがあり，（レトリック的としても）・࢈
打破をもくろΉのはຽ主主義ではなくࢿ本主義体੍というスλンスである。
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運動には，߲࣍で改めて言及する。

���ɽ�����೥୅த൫Ҏ߱ͷ࿑ಇӡಈͷల։�
ʕಠཱܥ࿑ಇ૊߹ͷϓϨθϯεͷ֦େͱแઁɾݖར༴ޢ
࿑ಇӡಈ΁ͷ஫໨ʕܕ

　つ͗に1990年代中൫Ҏ߱（今日にࢸるまで）の労働運動に஫目する。それはこ
の࣌ظに，第1にインドの労働組合が੎力を盛りฦしたと考えられるため，そし
て第2に，ن໛の大きいಠཱܥ労働組合とಠཱܥ労働組合の࿈合組৫が୆಄して
きたためである。
　第1の点について，1990年代のいっそうの経済自由化の進లҎ߱は，੥ෛ労
働者などの非ਖ਼ن労働者の૿Ճと૬まって労働運動の後ୀが進み，したがって労
働組合は，大きな֦大を਱げているとは考えられていなかった（ଠా 2009）。そ
の1つの論ڌが前ܝਤ���にあるような，ൃੜ件਺のݮগが大きく進Ήストライ
Ωの਼੎である。それが2008年にൃ表された，2002年຤をج४日とする第3ճ
目の中ԝ労働組合組৫／ $5UOのن໛調査において，$5UOが組৫する労働組
合員਺が大きく૿Ճしていることが明らかになった5）。そして2011年຤をج४
日とする第4ճ目の$5UOن໛調査でも，さらなる੎力֦大がࣔࠦされている（後

໛調査࣌の$5UOՃໍ労働組合員نর）。2002年実施の第3ճ$5UOࢀ���දܝ
の૿Ճのഎܠには，非組৫෦門や非組৫労働者�）（ҎԼ，合わせて「非組৫」とする）

5）中ԝ労働組合組৫／ $5UOはインドの労働組合の中ԝ組৫である。インドでは労働政ࡦや労働໰୊
についての政労࢖のର࿩ʹ社会的ର࿩の場である三者ߏ成会議や労࢖のೋ者会議，また*-O΁の労働
者ଆ代表をબ出すること等を目的に，$5UOを確ఆするために労働ޏ༻省が調査を実施している（Ҏ
Լ，「$5UOن໛調査」とする）。$5UOとしてೝఆされると，それらの会議においてൃ言権がೝめ
られる。三者およͼೋ者ߏ成会議は，શ国／࿈๜レϕルだけでなく各भにおいてもઃஔされる。会議
でのൃ言を通じて労働政ࡦにҙ見を൓өさせಘるので，$5UOとしてೝఆされるのとそうでないの
とでは，労働組合のӨڹ力／ൃ言力に大きなちがいがੜずる。$5UOن໛調査はこれまでに4度実施
されており，௚近の調査は2011年຤日をج४日として，$5UOೝఆをر๬する労働組合からの提出
省ウΣブαイトʤU3-� IttQs���laCoVS�Hov�in�ʥ༺ޏ日を2013年3月31日としたものである（労働ظ
通知l/otice� 7eSiGication oG MemCeSsIiQ oG $entSal 5SaEe Union OSHanisationz，2013年ࡌܝ
4月19日に本通知PDFファイルダウンロード）。

�）非組৫෦門は，౷ܭఆ義としては೶ۀおよͼن໛10ਓະຬの非೶ۀのຽؒ企ۀ／組৫となる。また非
組৫労働者は，会社ۈめのਖ਼社員ではない非ਖ਼ن労働者である。しかしそれにとらわれず，「非組৫」
としてখن໛・ྵࡉ組৫およͼその労働者，また自営者，੥ෛ労働者や日ޏい労働者をはじめとする
非ਖ਼ن労働者を૝ىされたい。
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の組৫化の進లがあった（ଠా 2009）。2013年の第4ճ調査でも非組৫の組৫化
の進లが進んでいると考えられる。
　第2の点であるن໛の大きなಠཱܥ労働組合およͼಠཱܥ労働組合࿈合の୆಄
について，この動向でॏཁなのは，インドで初めて非組৫の労働者を代表するこ
とをめ͟したશ国労働ηンλー（/ational $entSe GoS -aCoVS� /$-）の1995年
の݁成である。当初はフΥーラムであった/$-の݁成は，それまで無視されて
きた労働者を代表する「集ஂ的ൃ言」であるという点で大きな஫目を集めた
（,annan 1999）。/$-をߏ成するのは，非組৫の組৫化に実੷を上げてきたಠ
。（�諸組合である（ଠా 2011）ܥཱ
　しかし/$-の݁成Ҏ上に஫目すべきなのは，2002年に実施された$5UOن໛
調査において，ಠཱܥ労働組合の୆಄ظに当たる19�2年に労働組合としてొ࿥
を果たしたSE8"が，$5UOとしてೝఆされた点である。SE8"は/$-の݁成
に名を࿈Ͷたのち，運動の方向性のちがいをཧ由に/$-を཭୤した（ଠా 2011）。
その後SE8"は，ශ困ঁ性ࢧԉの地ಓな活動などを通じてن໛を֦大させ，
$5UOとしてೝఆされるにࢸった。今日SE8"は，19�0年代までに஀ੜしたಠ
，労働組合のなかで，最大の労働組合である。そして前߲で述べたようにܥཱ
SE8"がల開する労働運動は，本書ং章でいう包摂・権利擁護型労働運動，す
なわち，労働組合の関心が向かなかった，ഉআされた労働者の組৫化や権利擁護，
社会ਖ਼義の実現に取り組Ή労働運動である。
　SE8"は，インドの労働組合で包摂・権利擁護型労働運動を最初にల開した組
৫，もしくはそのような最初の労働組合の1つであったと考えられる。ଞ方，労
働組合ではない組৫による包摂・権利擁護型労働運動が開࢝されたのは，খさい
ものをؚめれ͹，それҎ前の࣌ظにさかの΅れるかもしれない。しかしここでは，
インドでの包摂・権利擁護型労働運動が19�0年代というૣい࣌ظにすでに開࢝

�）非組৫の組৫化はインドの労働運動のॏཁな論点で，労働組合によるその取組みを，インドの新しい
労働運動とҐஔͮける研究もগなくない（たとえ͹Datt 199�）。しかし本章は，非組৫の組৫化や
非組৫をめ͙る労働運動だけでは，「新しい労働運動」とはとらえていない。それは労働組合による
非組৫の組৫化の取組みは，進లしていなかっただけで，194�年の分཭ಠཱ前後の࣌ظにおいても
行われていたからである（SVnEaSam 199�� Sen 199�� ଠా 2011）。$5UOも1980年代から非組
৫の組৫化に取り組んでいる（SIZam SVnEaS 200�）。
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されていたことに着目する8）。インドは当࣌も今も非先進国であり，このことは
গなくとも40年Ҏ上にわたって，インドが社会にࠜڧく残るශ困を௕ؒظղܾで
きないでいることをࣔしている。この40年のؒに，たとえ͹ಉじアジアにҐஔす
る近ྡの౦南アジア諸国は，インドを後目に先に中所ಘ国にたどり着いている。
インドがශ困を௕くղܾできないのなら，ශ困を୯に所ಘਫ४の໰୊ではなく，
社会や文化，また政࣏の࣍ݩの໰୊でもあるととらえ（$IikaSmane anE 

/aSaZan 2005），インドではそのղফが社会の取組みとしてなされていないと考
えるべきである。インドの包摂・権利擁護型労働運動は，開ൃという文脈において，
インド社会が๊える，またインドಛ有の֊૚，出自，性別などに関する今もଓく
ࠩ別やෆฏ等という，労働のൣᙝを௒えたࠜਂい໰୊に向き合っている9）。

　Ҏ上本અでは，ಠཱܥ労働組合運動の଻動とల開にয点を当て，インドの「新
しい労働運動」がੜまれた文脈とಛ性，また今日の運動のల開の大きなྲྀれを明
らかにした。本અでみたように，インドの「新しい労働運動」はಠཱܥ労働組合
運動と，前ஈでみたような開ൃという文脈における包摂・権利擁護型労働運動の
2つからなる。そしてインドの2つの「新しい労働運動」は，南アフリカやブラ
ジルなどのଞの新興諸国でల開された新興国型の新しい労働運動とಉじく19�0
年代～ 1980年代に୆಄，ݦ在化した一方で，2つの「新しい労働運動」がฒ行
して஀ੜしている点で，それらの国々の動ଶと異なる。࣍અでは，このインドಠ
自の「新しい労働運動」であるಠཱܥ労働組合運動の現࣌点での౸ୡ点をݕ౼す
る。ଓく第3અにおいて，インドの文脈における包摂・権利擁護型労働運動をみる。

8）本書ং章で包摂・権利擁護型とした労働運動は，1990年代Ҏ߱のとくに先進諸国における運動の再
活性化という文脈での労働運動と関࿈するものである。また新興国型の新しい労働運動がల開された
南アフリカやブラジルなどの国々については，19�0年代の包摂・権利擁護型労働運動は論じられて
いない。

9）たとえ͹ঁࣇのࣇಐ労働がある地域のあるίϛϡニςィにภって࡯؍されるとしたら，その地域やί
ϛϡニςィのಛ性や໰୊，またそれを取り巻くインドの経済社会のߏ଄まで視野に入れなけれ͹，ࠜ
本的なղܾにはつながらない可能性がある。গなくともそれをࣇಐ労働のみの໰୊ととらえるのでは，
ෆे分である。
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　本અでは，ಠཱܥ労働組合運動の౸ୡ点をݕ౼する。その際，ಠཱܥ労働組合
のなかでも代表的な組৫で，非組৫労働者の組৫化に力を入れ，2000年（θロ年）

代中൫Ҏ߱，ൃ言力をڧめている「新しい労働組合イニγアςィブ」（/5U*）に
஫目する10）。/5U*をみることでಠཱܥ労働組合とその労働運動の౸ୡ点をݕ౼
するのは，࣍のཧ由による。第1に，/5U*の݁成は2001年だが，ൃ଍࣌の中֩
ϝンόーは，前અでಠཱܥ労働組合運動の଻動との関࿈で言及した，19�0年代
にムンόイで労働運動をల開した労働組合リーダーたちが多くؚまれていたから
である。/5U*をみることで，࣌ظ的には୆಄ظから今日までのಠཱܥ労働組合
運動のల開をカόーすることになる。第2に，/5U*はもともとは，まずは賃金
や労働条件の改善，向上をめ͟すというैདྷ型の労働組合が中心になって݁成さ
れた労働組合の࿈合組৫であり，/5U*と政ౘܥ労働組合を分かつ大きな点は，
政ౘ΁のैଐからܾ別しているか൱かであるといえるからである。したがって政
ౘܥ労働組合とのରൺにおいて，ಠཱܥであることに஫目するのに，/5U*をと
りあげるのはదしていると考えられる。第3に，/5U*は今日，前અでಠཱܥ労
働組合運動の஫目すべき動向として言及した/$-よりも，活ൃな活動をల開し
ているからである11）。そして第4に，組৫ن໛はSE8"には及͹ないものの，最
大ڃの組৫ن໛をތることはؒҧいないからである。本અの考࡯では，筆者によ
る集ܭデーλやフィールドϫークより，執行役員のมભ，ࡿԼの労働組合のಛ性，
ల開する労働運動の方向のݕ౼を通じて/5U*の組৫的ಛ性を明らかにする。ま
た/5U*，そしてಠཱܥ労働組合の౸ୡ点も本અで明らかにする12）。

10）筆者はաڈの研究（ଠా 2011など）で/5U*を「労働組合の新しいイニγアςィブ」と༁してきた。
11）/$-の組৫化等の取組みについてはଠ র。/5U*もࢀ（2011ా） /$-の݁成に名を࿈Ͷたが，

SE8"とಉじく運動の方向性のちがいをཧ由に/$-を཭୤した（ଠా 2011）。
12）౸ୡ点のݕ౼に関࿈して，筆者のաڈのフィールドϫークでは，/5U*が$5UOとしてのೝఆ申੥

を見ૹったことは（後述）޿く労働研究者や労働組合関係者に知られていたが，その経Ңを知る者は
いなかった。本અでは/5U*事຿ہ௕΁の聞き取りから，この点もղ明する。
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���ɽ/56*ͷ݁੒ͱ૊৫ߏ੒
　/5U*の݁成は2001年で，200�年に労働組合としてのొ࿥を果たす。/5U*
はಠཱܥ労働組合࿈合で最も੎いのある組৫の1つである。/5U*の৴条を表す
ものとして「ஂ݁，ຽ主主義，実力行࢖」（UnitZ
 DemocSacZ
 MilitancZ）がある。
これは，政࣏৴条等で分断された運動ではなく，労働者はஂ݁してこそ力をൃش
できる，労働運動のૅجにあるのはຽ主主義で，労働組合もຽ主的に機能する必
ཁがある，そして，労働者の権利をकるためには実力行࢖をԀわない，というこ
とを表す。これらの行きつく先の1つが，政ౘからのಠཱということである。

ʢ�ʣɹ݁੒·ͰのܦҢɼ૊৫Խのಛੑ

　19�0年代に入って*/5U$にରするෆຬのߴまりにݺ応するように，ムンό
イを中心に，ࠨ೿・ࠨཌྷܥಠཱܥ労働組合が企ۀレϕルでの活動を活ൃにల開す
るようになった。このような企ۀ୯Ґであることによる労働組合の運動の޿がり
にରする੍໿が，のちの/5U*݁成に向けたϕクトルをੜみ出す（MoIantZ 

2012）。ಉ࣌に，19�0年にインド共࢈ౘ（$ommVnist PaStZ oG *nEia� $P*）ܥの
労働組合のશインド労働組合会議（"ll *nEia 5SaEe Union $onHSess� "*5U$）

が分྾し，インド共࢈ౘ（マルクス主義）（$ommVnist PaStZ oG *nEia <MaSYist>� 

$P*ʦMʧ）ܥの労働組合であるインド労働組合ηンλー（$entSe GoS *nEian 5SaEe 

Union� $*5U）が݁成される際に，分྾にࣦ๬したり，政ౘによる労働組合のࢧ
഑をݏったりした（ݩ）"*5U$の労働組合リーダーたちがいた。政ౘからのಠ
ཱを主ுしたためにআ名されたਓたちもいる。それらのリーダーが組৫した労働
組合も，/5U*の૑ઃϝンόーをߏ成している13）。
　ムンόイでは1年൒に及Ϳણҡۀ࢈のストライΩが1982 ～ 1983年にൃੜし，
のちの/5U*関係者もストライΩをࢧԉする。しかし，地域ϕースでಠཱܥ労働
組合࿈合のイニγアςィブが動き出したのは1989年である。ムンόイのあるマ
ϋーラーγϡトラभの౎ࢢプωーの自動ंϝーカー 5E-$O社の޻場でのϋンΨ
ーストライΩをࢧԉするために，労働組合࿈ଳ委員会（5SaEe Union SoliEaSitZ 

$ommittee� 5US$）が݁成され，それをج൫にするܗで，のちの/5U*につな

13）/5U*෭会௕（当࣌。現ಛ別টᡈ）のD・λンカッパン氏΁の聞き取り（200�年11月24日実施）。
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がるಠཱܥ労働組合の運動をશ国にల開することになった。その際，$5UOの1
つである「ώンド労働者࿈ໍ」（)inE Ma[EooS SaCIa� )MS）14）で事຿ہ௕を຿め
たόΨラム・トΡルプレが5US$のϛーςィンάにࢀՃし，氏のアドόイスをࢀ
考にしながら行動指਑が࡞成されたという15）。ද���の第1ظの執行ධ議会ϝン
όーに名を࿈Ͷているのが，/5U*݁成に大きな役割をԋじた労働組合リーダー
たちである。
　/5U*は，労働組合は1企ۀに1組৫，1ۀ࢈に1つのۀ࢈別労働組合（࿈ໍ）で
あるべきと考える。また，/5U*（のࡿԼ組合）がॏ点をおく活動の1つに，組৫
෦門（公共෦門およͼैۀ員ن໛が一ఆҎ上の企ۀ）での੥ෛ労働者の組৫化がある。
ಉ࣌に，/5U*は݁成当࣌からঁ性労働者や社会にډ場所のないਓたちの໰୊な
ど，ैདྷ型の労働組合が目を向けなかったਓたちにも関心を向けている。なお，
200�年労働組合ొ࿥࣌の/5U*の組৫ن໛は50ສਓであったという（MoIantZ 

2012）。政ౘからのಠཱにࢍಉする，ࠨཌྷ思૝を࣋つ労働組合から中ಓࠨ೿思૝
を࣋つ労働組合まで，/5U*は޿く組৫している。ただし/5U*૯体としてみると，
そのج本的な৴条は「プロάレッγϰ」すなわちֵ新のਪ進にある。/5U*はࠨ
೿・ࠨཌྷܥの労働組合࿈合である。

ʢ�ʣɹ/56*のࣥؔػߦͱࣥߦ෦のإͿΕのมԽ

　つ͗に，/5U*の執行ධ議会ϝンόーを࣌ྻܥにみることで確ೝできる，݁成
からの/5U*のม化を明らかにする。労働組合࿈合としての/5U*の執行機関は，
執行ධ議会（EYecVtive $oVncil）である。役職は会௕，෭会௕，事຿ہ௕，会ܭ役，
。それにධ議員からなる，（事までを「役員」とするװҎԼ，共ಉ）事װ事，共ಉװ
　ද���は第1200）ظ� ～ 2009年）から現在の第4ظ（2018年～）の/5U*の執
行ධ議会ϝンόーをまとめたものである1�）。݁成௚後の第1ظと現在の第4ظを
みると，ともに会௕1名，෭会௕10名，事຿ہ௕1名，会ܭ役1名，װ事5名で，

14）)MSは$5UOで4൪目の組৫ن໛をތる，社会主義者が中心になって1948年に݁成した労働組合
である。)MSは政ౘྻܥԼにないಠཱܥ労働組合だが，本章が論ずるಠཱܥ労働組合にはؚめない。
それは݁成が 194�年のイΪリスからの分཭ಠཱ௚後というૣい࣌ظであったため，また݁成が
19�0年代のಠཱܥ労働組合運動の୆಄には௚接つながっていないためである。

15）/5U*会௕の/・ϰァスデーϰァン氏΁の聞き取り（200�年11月2�日実施）。
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ୈ�ষɹΠϯυͷ�ͭͷʮ৽͍͠࿑ಇӡಈʯ

また共ಉװ事は第1ظは13名，第4ظが�名となっている。第1ظにはධ議員はい
ない。第1ظの執行ධ議会ϝンόーはこのように役員のみの31ܭ名である一方，
第4ظには上記のように会௕から共ಉװ事までの役員25名にՃえて，ධ議員38名，
それにސ໰／૬ஊ役と思われるಛ別টᡈが2名おり，執行ධ議会ϝンόーは�5ܭ
名（ಛ別টᡈをআくと�3ܭ名）となっている。労働組合としてのొ࿥から12年で
/5U*は着実に組৫ن໛の֦大をみている。
　第22009）ظ ～ 2013年）の執行ධ議会ϝンόーは51ܭ名である。会௕1名，
෭会௕8名，事຿ہ௕1名，会ܭ役1名，װ事4名，共ಉװ事�名で，これら役員
のม動を൐いながらׯ21名のうち，෭会௕の1名をআいた20名が，役職のएܭ
も第1ظからҾきଓき役員を຿めている。それが第32013）ظ ～ 201�年）になる
と，共ಉװ事Ҏ上の役員2ܭ�名のうち，第1ظ役員はほ΅൒਺の14名になり，現
在の第4ظには，役員25ܭ名のうちಉ11名になった（ද���の੨文ࣈのϝンόー）1�）。
/5U*݁成に携わった第1ظからの役員のݮগから，着実にੈ代ަ代が進んでい
ることがうかがえる。
　執行ධ議会ϝンόー਺について஫ҙが必ཁなのは，第4ظ（�5ܭਓ）よりも第
にൺべてとくにධ議員਺がগظは第3ظの方が多い点である。第4（�2名ܭ）ظ3
ない（4�ਓから38ਓにݮগ）。目につくのが，第2ظධ議会ϝンόーのݮগである。
すなわち，第3ظの共ಉװ事Ҏ上の役員で第2ظにもධ議会ϝンόーだったのは，
શ2�名のうち5名であった。それが第4ظでは，役員は共ಉװ事の2名のみになる。
ධ議員については，第3ظは11名が第2ظもධ議員だったが，第4ظはわずか2名
である（ද���の྘文ࣈのϝンόー）。また新نの執行ධ議会ϝンόーも，第3ظに
ൺべると第4ظはएׯগない（�2名中39名ʦ�54�2ˋʧから�5名中29名ʦ�44��ˋʧ

に）。12年というؒظでみると，݁成࣌から組৫ن໛は着実に֦大し，またੈ代
ަ代が進んでいるが，݁成から12年が経աした今日，上記のような役員਺およ
ͼධ議会ϝンόー਺のਪҠから，/5U*という࿈合組৫の੎いにӄりがみられる，

1�）執行ධ議会ϝンόーはいずれも/5U*ウΣブαイトで入手した（出所U3-はදࢀ���র）。第4ظの೚
について，/5U*ウΣブαイト閲覧ظ （࣌U3-� IttQ���ntVi�in�eYecVtive�coVncil�，2020年2月1�
日）には執行෦のؒظが記ࡌされていないが，2018年開࠵の第4ճશ国大会においてঝೝされたも
のとਪଌされるため，第4ظを2018年～とした。

1�）ただしධ議員1名およͼಛ別টᡈ1名をՃえると，13ܭ名である。
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あるいは੎いがགྷり場にࠩしֻかっている可能性があることがࣔࠦされる。この
௕ΰーλム・Ϟディーのઆ明とໃ६しہは，本અ2�4�߲にみる/5U*の事຿࡯؍
ていない。

ʢ�ʣɹࡿԼの労働૊߹

　第3ظ執行ධ議会ϝンόーにはධ議員4�名の出਎฼体である労働組合名も記ࡌ
されている。2名Ҏ上のධ議員がબ出されている組合がいくつかあるが，ࡿԼの
労働組合が組৫されているۀ／ۀ࢈छをみると，ݐઃۀ，化ֶۀ࢈やੴ༉ਫ਼੡ۀ
（とくに੥ෛ労働者を組৫），自動ंۀ࢈，アパレル੡଄・ણҡۀߓۭ，ۀ࢈຿（の

੥ෛ労働者を組৫），ਗ਼૟ۀ，อҭ等18），ۀޫ؍，αーϏスۀ，またプランςーγ
ϣンや೶ۀྛ，ۀなど，޿いۀ／ۀ࢈छにわたっている。
　労働者でみると，੥ෛ労働者や೶ۀ労働者，（भؒ）Ҡຽ労働者など，いわΏ
る「会社ۈめのਖ਼社員」の࿮組みに収まらない労働者が多い。第3ظにධ議員を
ૹり出している「ޘ楽ۀ࢈労働者組合」（BinoEini SISamik Union）は，ηックス
ϫーカー（性ۀ࢈労働者）を組৫する労働組合である。/5U*は性労働を職ۀと
ೝめ，性ۀ࢈労働者組合をࡿԼに入れたインドで最初のφγϣφルηンλーであ
る（(all 201�）。ଞ方，公຿員の労働組合もあり，なかでも「ジϟンムー・カγ
ϛールभ労働組合ηンλー」（+ammV anE ,asImiS 5SaEe Union $entSe）は，40
ສਓҎ上の労働者を組৫しているとされる19）。個ਓՃໍのとくに௿賃金労働者を
組৫する一ൠ組合も/5U*にՃໍしている。
　地域的には，インドશ域をカόーするような労働組合࿈ໍもࡿԼにあるが，भ
や地域あるいは一౎ࢢをڌ点にする労働組合がѹ౗的に多い。なお，実際にֵ໋
をٻめるかはෆ明だが，組৫名শに「ֵ໋労働者」とある労働組合もある（「ジ

ϟールカンドֵ໋労働者組合」ʦ+IaSkIanE ,SantikaaSi Ma[EooS Unionʧ）。Ҏ上より，
/5U*が෯޿く組৫化をࢼみようとしていることはうかがうことができよう。

18）ೕ༮ࣇのอҭとڭҭに取り組Ή国の事ۀの出先施ઃをアンΨンϫディといい，そこでब労するアン
Ψンϫディ労働者（ϫーカーとϔルパー）の組৫化である（ଠా 201�）。

19）/5U*෭会௕（当࣌。現ಛ別টᡈ）のD・λンカッパン氏΁の聞き取り（200�年11月24日実施）およ
ͼ࣍のウΣブαイトをࢀর。U3-� IttQs���XXX�SevolVtionaSZEemocSacZ�oSH�SEv13n1�
kasImiS�Itm（2020年2月18日閲覧）。
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���ɽ/56*ͱแઁɾݖར༴ܕޢ࿑ಇӡಈͷల։
　前߲の最後で/5U*が෯޿い組৫化をࢼみていることを指ఠしたが，活動や運
動の෯の޿さはどうか。たとえ͹，ैདྷ型の労働組合が多い/5U*にあって，ࡿ
Լ組৫や/5U*関係者は職場での活動にとどまりଓけたり，賃金をはじめとする
労働条件の改善，向上のみを௥いٻめたりしているだけなのだろうか。すなわち，
/5U*は包摂・権利擁護型労働運動のల開をࢼみているだろうか。一例を挙げれ
͹，ྛۀでは指ఆ෦଒（アーディϰァーγー）が，ਗ਼૟ۀなどではچෆ可৮ຽ（Ҏ

Լ，ダリトとする）の労働者が多く，また前߲2�2�（2）で;れた性ۀ࢈などのಛ
ఆۀ࢈にै事する労働者にରし，ภ見やࠩ別がある可能性がߴい。それらの労働
者の地Ґ向上やଚݫのճ෮に，労働の現場にとどまらない޿い؍点から労働者に
アプローνすることが必ཁと思われる。
　前ஈの議論は一ൠ論としてのਪଌだが，たとえ͹，/5U*ࡿԼの「アパレル関
࿈労働者組合」（(aSment anE "llieE 8oSkeSs Union� ("8U）の委員௕で第2 ～
に執行ධ議委員を຿めたアンニϠ・όッλνϟルジーは，࣍અ3�2�（�）でみるظ3
/(OのS-Dの共ಉ૑ઃ者のͻとりでもある。氏はアジアのアパレル੡଄ۀにお
ける最௿賃金の実現，性ࠩ別ࠜઈ，またஂ݁権の確อをٻめるアジア最௿賃金ア
ライアンス（"sia FlooS 8aHe "lliance）の国際ίーディωーλーも຿めている20）。
　またλϛルφードΡभのνΣンφイࢢपลをڌ点とし，/5U*第1ظから共ಉ
 ずつ຿めているスジϟーλ・Ϟディーは，「ঁ性労働組合」（Pennظ事を2װ，事װ

5Io[IilalaSHal SanHam� P5S）と「アパレルˍファッγϣン労働者組合」（(aSments 

anE FasIion 8oSkeSs Union� ("F8U）の2つの労働組合を組৫したリーダーで
ある21）。P5Sはスジϟーλ・Ϟディーによって1999年に組৫され，2001年に労
働組合としてొ࿥を果たした。自営や日ޏい労働者などශ困／௿所ಘ૚にあるঁ
性労働者がߏ成する一ൠ労働組合で，組合員਺は公শで1ສਓڧである。もう一

20）࣍のウΣブαイトࢀর。U3-� IttQ���inEeQenEent�acaEemia�eEV�"nannZaBIattacIaSKee�
$VSSicVlVm7itae（2020年2月18日閲覧）。氏に限らず，自਎は労働者ではなく，また労働者の権利
だけでなくより޿い社会໰୊やਓ権໰୊のղܾに取り組Ήਓたちは，ϝディアのインλϏϡー等で
組合リーダーというよりもアクςィϰィスト／運動家というݞ書で঺հされることが多い。

21）スジϟーλ・ϞディーおよͼP5Sのέースはଠ র。当࣌と今とでは氏の役職がมわっࢀ（2014ా）
ている。
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方の("F8Uは2008年ઃཱで，アパレル޻場労働者の組৫化と労働条件の改善
に取り組んでいる。氏はP5Sを組৫する前に，ශ困ঁ性をࢧԉする「マラーνঁ
性ݯࢿηンλー」という/(Oを࢝めた。氏はශ困ঁ性労働者の労働組合の݁成
前に，組৫化や運動のల開を自分で経ݧする必ཁがあると考えた。それが労働組
合ではなく/(Oであるマラーνঁ性ݯࢿηンλーの開࢝にもつながっている22）。
　P5S組合員のঁ性たちが௚໘する໰୊で大きいのが，とくにශ困ঁ性のॅډや
౔地およͼਫの໰୊であるという。それらのੜ活ڥ؀に関する໰୊は，労働とい
う視野だけでղܾできるものではない。またශ困／௿所ಘ૚のঁ性労働者の組৫
化を通じて，困難なਓੜをาんできたঁ性労働者にدりఴうようなର応が労働組
合リーダーからなされることもままあるようである。労働とは関係ないίϛϡニ
ςィの໰୊のղܾに関༩するリーダーもいる（ଠా 2014）。
　この2つの事例だけで/5U*の労働運動と一ൠ化することはもちろんできない。
しかし/5U*のࡿԼには，ैདྷのような職場にとどまらない活動をల開する活動
家や労働組合リーダーが組৫する労働組合もଘ在している。そのか͗りで今日の
/5U*は，包摂・権利擁護型労働運動から཭れたཱちҐஔにはないことが指ఠで
きる。

���ɽ�/56*ͷ౸ୡ఺�
ʕதԝ࿑ಇ૊߹૊৫ʢ$560ʣೝఆΛΊ͙ͬͯʕ

　労働組合の౸ୡ点を؍٬的にଌる指ඪの1つとして，組৫ن໛を挙げることが
できる。そこでその組৫ن໛より，/5U*そしてインドのಠཱܥ労働組合とその
労働運動の౸ୡ点をみよう。インドの労働౷ܭは，労働組合の組৫཰や組৫ن໛
に関してਖ਼確性をܽいている。しかし公ץ౷ܭとは別に，労働政ࡦの৹議等の場
である三者ߏ成会議等΁の労働者ଆ代表をબ出することなどを目的に，労働ޏ༻
省が$5UOن໛調査を実施している（஫5）ࢀর）。2011年຤日をج४日とする
௚近の第4ճ$5UOن໛調査による$5UOೝఆج४は，8भҎ上およͼ8ۀ࢈Ҏ
上で，80ສਓҎ上の労働者を組৫する必ཁがある。
　ಉ調査の݁果公表とそれにͮجく$5UOೝఆは今日現在もまだ行われていな

22）/5U*װ事およͼP5S委員௕のスジϟーλ・Ϟディー氏΁の聞き取り（2008年11月20日実施）。
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いが，$5UOೝఆをر๬する労働組合からの申੥提出ظ日௚後の2013年4月に，
各労働組合がಧけ出たن໛の一෦がインド日ץ紙 Business Standard でใじられて
いる。その第4ճ調査（ະ確ఆ஋）と，前ճ2002年຤日をج४日とする第3ճ調
査をまとめたのがද���である23）。本表には/5U*の記ࡌがない。それは/5U*
が本ن໛調査による$5UOೝఆの申੥を見ૹったためである。なͥだろうか。
　申੥を見ૹったཧ由についてみる前に，/5U*の組৫ن໛について，筆者の考
えを述べる。労働組合自らの申ࠂによる組৫ن໛はインドでは一ൠにෆਖ਼確であり，
/5U*自਎による公শもあてにできない。200�年ஈ֊で筆者は当࣌の/5U*෭会
௕であるD・λンカッパンから組৫ن໛を150ສਓఔ度と聞いたが，もちろんそ
れはա大な਺஋である。筆者は/5U*が$5UOೝఆ申੥を2013年に行わなかっ
たことから，গなくとも2011年຤当࣌の組৫ن໛は，80ສਓにຬたなかったと考
えている。ೝఆされることが確実なら，申੥を見ૹるཧ由はないからである24）。
実際筆者は，/5U*が$5UOೝఆをめ͟して，ࡿԼの労働組合員਺のਖ਼確な೺Ѳ
に組৫をあげて動いていたことを当࣌，現地で見聞きしている。
　$5UOೝఆ申੥に際して労働組合は，組合員から組合අがೲ入されているこ
とをূ明する必ཁがある。しかし，たとえ͹/5U*が組৫化に力を入れる੥ෛ労
働者から確実に組合අをຖ年௃収するのは，労働者のࢿ力や職場でのఆ着性の໰
୊などから，ਖ਼社員からの組合අの௃収よりも困難とਪଌされる。/5U*ࡿԼの
労働組合を࣋ࢧする労働者のن໛ほどには，組合අを実際に収めている労働者が
いなかったと考えられる。
　/5U*は$5UOೝఆ申੥を見ૹったことで，政ࡦ৹議などの場である三者ߏ
成会議等で，労働者の代表としてのਖ਼ࣜなࢀՃのಓはด͟されることになった。
これは/5U*にとっては大きなଛࣦのはずである。それにもかかわらず，$5UO
ೝఆ申੥のෆࢀՃについて，/5U*内では࣍のような൑断があった25）。/5U*は
ࡿを進めるなかで，状況を非常に஫ҙਂくۛຯし，またۀ࡞ܭԼ組合員਺の集ࡿ

23）本表の集ܭに関するৄࡉはଠ （ా2019a）ࢀর。本表で-PFとU5U$のن໛にٙ໰ූをつけたのは，
Ҿ༻ݩのDIal（2018）で出所が明ࣔされていないためである。

24）/$-も$5UOೝఆ申੥を行っていない。ਪଌの域を出ないが，それは/5U*とಉじく，組৫ن໛が
80ສਓにຬたなかったためと考えられる。

25）/5U*事຿ہ௕のΰーλム・Ϟディー氏΁の聞き取り（2019年�月31日実施）。
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Լの労働組合やリーダーとも議論した。その݁果，ѹ౗的多਺の労働組合が申੥
をすべきではないという൑断をするにࢸったという。それは新ن申੥労働組合に
ରしてはその申੥組合員਺がਖ਼確な਺஋か，非常にࡉかいνΣックが入ること，
しかしࡉかいνΣックはすでに$5UOとしてೝఆされている労働組合にはٻめ
られず，したがってධՁがෆ公ฏであること，また，組৫ن໛が明らかになった
ஈ֊で，その਺஋にෆਖ਼が行われているなどのٙ義をএえて，ଞの労働組合から
/5U*΁の2ܸ߈�）が࢝まることが༧૝され，ࡿԼ組合がܸ߈にさらされることを

まない。それは自らのൃ言力が૬ର的に޷ଘの$5UOは新たな労働組合の$5UOとしてのೝఆをط（�2
。は，聞き取りでは「attack」とӳ語で表現されたものである「ܸ߈」ずるからである。ここでいうݮ
/5U*はෆਖ਼をする組৫である等といった，/5U*の੎力֦大をྑく思わないଞの労働組合による
/5U*にରする㒷ᨱ中ইのల開や，現場でのೄுり૪いとしての組৫の੾り่しなどが，ܸ߈のҙ
ຯするところである。

ද���　中ԝ労働組合組৫の組合һ਺

$5UO 2011年຤ ಧけ出
組合員਺ 2002年຤ 確ఆ஋

インドશ国労働組合会議（*/5U$） 3330ສ 395ສ
インド労働者࿈ （ໍBMS） 1�10ສ �22ສ
શインド労働組合会議（"*5U$） 1420ສ 344ສ
ώンド労働者࿈ （ໍ)MS） 910ສ 334ສ
インド労働組合ηンλー（$*5U） 5�0ສ 2�8ສ
શインド౷一労働組合会議（"*U5U$） 4�0ສ 13�ສ
શインド労働組合中ԝධ議会（"*$$5U） 250ສ �4ສ
労働組合協調ηンλー（5U$$） 1�0ສ �3ສ
自営ঁ性協会（SE8"） 130ສ �9ສ
労働進าಉ （ໍ-PF） �0ສʁ �1�2ສ
౷一労働組合会議（U5U$） 38ສʁ �0��ສ
શ国インド労働組合ઓઢ（/*F5U�D)/） ʁ 5�ສ
/F*5U�,O- � 3ສ

上記 ܭ 9000ສ～1ԯ 2488ສ
（出所） ଠ （ా2009），"In（2010），DIal（2018） およͼ Business Standarad 2013年4

月�日෇ࡌܝ記事をもとに筆者࡞表。
（஫）（1）"*U5U$は2002年࣌の名শ／ུশはU5U$（-S）。
　　（2） ଠ （ా2009） は࢑ఆ஋にͮجくが，*/5U$ɺ"*5U$ɺ)MSɺ$*5Uɺ"*U5U$

の5組৫Ҏ֎は࢑ఆ஋がそのまま確ఆ஋としてೝఆされている。本5組৫の確
ఆ஋は"In（2010）による。

　　（3）2011年の数値はBusiness Standard およびDhal（2018）による。
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/5U*は๬まなかったことなどが，$5UOೝఆ申੥を見ૹったཧ由である。
　上記は/5U*事຿ہ௕のΰーλム・Ϟディー΁の聞き取り調査からである。氏
は$5UOೝఆ手ଓきについて，طଘの$5UOよりも/5U*の組৫ن໛がখさい
ことはೝめるが，上記のようなෆ公ฏを改め，׭྅的な手ଓきにैうのではなく，
ຽ主的な手ଓきにมߋすべきと主ுする。その一方，労働者の権利をଛなうよう
な政ࡦをਪし進める，൷൑すべきର৅の政෎がఆめる手ଓき自体に৐ることがそ
もそもޡりであり，またそれは体੍ଆにつくことであるという見ղもࣔした。こ
れはいいಘてົとも，ᨏหともとれる見方である。しかしຽ主主義を౿みにじり，
労働者΁のܸ߈を܁りฦす，企ࢿ／ۀ本家を༏۰する現政権のย๮を担͙ことは
断じてできない，と氏の࢟੎は઱明であった。
　$5UOではないために労働に関する三者ߏ成会議等にਖ਼ࣜにࢀՃできない点
について，氏は，現政権はそもそも三者ߏ成会議で最もॏཁなインド労働会議
（*nEian -aCoVS $onGeSence� *-$）を2015年Ҏདྷ開࠵していないなど，社会的
ର࿩（政労࢖のର࿩）をܰ視しているので，政ࡦ৹議等の場でൃ言できないこと
は޷ましくないが，あまり໰୊ではないとの考えをࣔしている。政෎の政ࡦ等に
ついて/5U*は，$5UOのなかでも主ுが近くྑ޷な関係をஙいている"*5U$
やଞの労働組合から情ใ提供をうけ，また൴らに/5U*の主ுを఻えている。た
だし，現政権は࿈ཱ༩ౘ政権の中心にいるインドਓຽౘ（B+P）の࢞ຓ組৫であ
るインド労働者࿈ໍ（BIaSatiZa Ma[EooS SanHI� BMS）Ҏ֎のҙ見には聞くࣖ
を࣋たないので，/5U*の主ுは$5UOとしてのೝఆの೗Կにかかわらず，政
৹議等の場でࡦに൓өされることはまずないと考えられる。࿈๜レϕルでの政ࡦ
ਖ਼ࣜなൃ言の機会が༩えられていなくとも，/5U*はभレϕルでは労働者を代表
できるよう取り組んでいるとのことである。

���ɽࣄ຿ہ௕ʹΑΔ/56*ͷࣗݾධՁ
　このほか，/5U*事຿ہ௕ΰーλム・Ϟディー΁の聞き取りから（2019年�月

31日実施），氏個ਓによる現在の/5U*のධՁをまとめる。
　/5U*が݁成Ҏདྷ今日までԿを成し਱げたか，氏はそのධՁは難しいと考えて
いる。それは/5U*の஀ੜҎ߱今日にࢸるまで，一؏して労働者֊ڃは後ୀしଓ
けており，とくにB+P・Ϟディ政権Լでは，労働者が֫ಘしてきた権利がよりい
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っそうܹしくまたܧଓ的にଛなわれているからである。このような状況にあって
は，労働組合としてԿかを成し਱げたと考えるのは難しいということであろう。
また/5U*およͼࡿԼの労働組合も，ܧଓ的に組৫の੾り่しにさらされている
とのことである。その݁果，労働組合員਺をݮগさせたり組৫がਰୀしたりして
いる。労働組合員であることをཧ由に࢖༻者にղޏされ，ࣦ職したࡿԼ組合員も
いる。
　そのようななかで氏は，政ౘ΁のैଐの൱ఆによって，中ಓࠨ೿からࠨཌྷまで
く労働組合を集݁させることができていることで，/5U*は労働者のより大き޿
な໰୊のղܾに取り組ΉことができているとධՁしている。政ౘܥ労働組合は୯
に，大きな໰୊にରしてղܾに取り組Ήૉৼりをみせるだけであるという。また
/5U*は，社会のຽ主化とそのՁ஋を最ॏཁ視し，それを労働者֊ڃの運動／ム
ーϰϝントの中心に据えている。それによって，大きな政࣏໰୊にも取り組み，
࣌の政権によるຽ主主義の権利や੍度のਁ৯にର߅し，なかでもカーストの໰୊
やࠩ別の໰୊，さらにはঁ性໰୊にもしっかりと取り組Ήことができているのが
/5U*であると考えている。ิ଍すると，Ϟディーによれ͹/5U*もଞの社会組
৫との協力はॏཁであると考えている。
　しかしそれでも，氏は/5U*の現状にはຬ଍していないという。それは݁成࣌
に考えていたよりも労働者，そして/5U*が௚໘する໰୊が大きいためである。
/5U*は組৫的能力の໘でも，思ったほどの଎さでは動けていないという。この
ؒ，経ݧやֶशはしてきたが，ੈքがม化していくなかで，労働者֊ڃにରする
もいっそうѱ࣭になり，またそのઓུもมわってきていܸ߈からのۀ本家／企ࢿ
る，労働組合はそのม化にର応する必ཁがあり，したがって/5U*にはやらなけ
れ͹ならないことがまだ多くあると考えている。

���ɽಠཱܥ࿑ಇ૊߹ͷ౸ୡ఺
　Ҏ上，ಠཱܥ労働組合として/5U*について考࡯した。一ఆఔ度の成果を上げ
ているとはいえ，/5U*事຿ہ௕のΰーλム・Ϟディーは，/5U*が当初ඳいて
いたほどのことはまだୡ成できていないとڏݠにೝࣝしている点がҹ৅的である。
また，もともとはैདྷ型の労働組合が中心となって݁成されたಠཱܥ労働組合の
/5U*が今日，そのࡿԼの労働組合にঁ性や社会的にऑいཱ場にあるਓたち΁の
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取組みもల開しているものがあるという点は，/5U*がインドのもう1つの「新
しい労働運動」である包摂・権利擁護型労働運動から཭れたཱちҐஔにはないこ
とをࣔしている。
　本અの目的は，ಠཱܥ労働組合の౸ୡ点を考࡯することであった。౸ୡ点をଌ
る指ඪで最も؍٬的なものは組৫ن໛である。一ఆのن໛の労働者を組৫して
$5UOとしてೝఆされることで，政ࡦ৹議の場でൃ言権がೝめられることはす
でに述べた。そのような場でのൃ言を通じて労働政ࡦにҙ見を൓өさせಘること
から，労働組合が$5UOとしてೝఆされるのとそうでないのとでは，行࢖でき
るӨڹ力／ൃ言力に大きなちがいがੜずる。したがって労働組合には，$5UO
としてೝఆされることをめ͟す大きな༠Ҽがଘ在している。組৫ن໛からධՁす
るに，/5U*は$5UOとしてೝఆされておらず，政ౘܥ労働組合を中心とする
，ଘの$5UOを྇կするどころか，まだ௥いつくことができていない。これがط
/5U*に代表されるインドのಠཱܥ労働組合とその労働運動の現࣌点での౸ୡ点
である。

Πϯυͷแઁɾݖར༴ܕޢ࿑ಇӡಈ3

　本અでは2つ目のインドの「新しい労働運動」としての包摂・権利擁護型労働
運動をみる。インドで包摂・権利擁護型労働運動をల開しているとҐஔͮけられ
る労働組৫については，౷ܭがなく，また研究や঺հも個別事例が中心であるた
め，運動や組৫のશ体૾の೺Ѳは困難である。本અではいくつかの事例から，今
日のインドの包摂・権利擁護型労働運動のಛ性を提ࣔして考࡯する。
　ং章では包摂・権利擁護型労働運動を，「組৫化に労働組合の関心がैདྷ向か
わなかった労働者やマイϊリςィ，またഉআされた労働者の組৫化や権利擁護，
社会ਖ਼義の実現に取り組Ή，労働組合およͼ必ずしも労働組合というܗଶを取ら
ない組৫（労働໰୊にಛ化した/(Oやஂࡒなど），そしてห護࢜や活動家という個
ਓが主ಋする労働運動」とした（ং章13ϖージ）。この労働運動は，労働組合で
はないଞの社会άループやίϛϡニςィ組৫等との協働やωットϫークをܗ成し
つつల開される。ҎԼ本અでも，運動の主体を労働組合に限ఆしていない。包摂・
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権利擁護型労働運動は，労働組合が୯ಠでల開するものから，/(Oが主ಋする
もの，両者がซଘするܗであったり，協働組合等のࢢຽ社会組৫との協ۀによる
ものであったり，組৫ܗଶはさま͟まである。

���ɽแઁɾݖར༴ܕޢ࿑ಇӡಈΛల։͢Δ࿑ಇ૊߹ͱͦͷӡಈ
　インドで包摂・権利擁護型労働運動をల開する組৫を代表するのが，自営ঁ性
協会（SE8"）2�）である。本߲ではSE8"にՃえて，「有Ձഇغ෺収集労働者労
働組合」（,aHaE ,acI PatSa ,asItakaSi PancIaZat� ,,P,P）をとりあげる。
,,P,Pもインドの包摂・権利擁護型労働運動の代表的な担い手であり（3oVtI 

201�），SE8"と,,P,Pの労働運動をみることで，労働組合によるインドの包摂・
権利擁護型労働運動がどのようなల開をとるか例ࣔし，݁成の経Ңなど，前અで
みたಠཱܥ労働組合運動とは異なることをࣔす28）。

ʢ�ʣɹࣗӦঁੑの૊৫Խɿ4&8"

　SE8"の࢝まりは，1918年にάジϟラートभに஀ੜした「ણҡ労働組合」
（5eYtile -aCoVS "ssociation� 5-$）にઃけられたঁ性෦門にٻめることができる。
そして19�8年にಉ෦門のトップにब೚したห護࢜イラ・όット主ಋのもと，
19�2年に労働組合としてのొ࿥を果たした29）。19�4年にはSE8"協ಉ組合ۜ
行をొ࿥している（BIatt 199�� BIoXmik 199�）。SE8"は労働組合であり，協
ಉ組合であるが，イラ・όット自਎は，SE8"はශ困自営ঁ性の運動／ムーϰ
ϝントであるともとらえている（BIatt 199�
 221�223）。
　労働組合としてのSE8"が組৫するのは，組৫名のとおりঁ性の自営者が中
心で，そのۀछはϏーディー（インドの紙た͹こ），ҥ料・ણҡ，೶ۀ労働者・খ
খചり԰୆Ҿきなどである。また，ۀ࿐天঎，ഇ඼ॲཧ，運ൖࡉྵ，೶࡞
SE8"は労働組合として，代表権（ଞ者にSE8"およͼঁ性労働者のଘ在と権利を

2�）筆者はաڈの研究（ଠా 2009� 2011� 2019aなど）でSE8"をঁ性自営者協会と༁してきた。
28）SE8"はಠཱܥ労働組合でもあるが，SE8"という組৫，そしてその労働運動の動ଶは，インドの

ಠཱܥ労働組合とその労働運動を代表するものではない。したがって本章では，SE8"をಠཱܥ労
働組合の担い手としてではなく，包摂・権利擁護型労働運動の担い手としてҐஔͮけている。

29）฼体の5-$とはその後関係がѱ化し，SE8"は1981年に௥์されるܗで5-$を཭れている（SE8"
ウΣブαイト <U3-� IttQ���XXX�seXa�oSH�"CoVt@Us@)istoSZ�asQ>，2020年2月8日閲覧）。
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ೝめさせること），労働／࢓事の権利，よりྑい労働条件，๏཯のอ護，そして社
会อোと෱ࢱのॆ実の֫ಘをめ͟し，ಆ૪（stSVHHle）をల開する。܊෦では，
ަব力をߴめることにつながる௥Ճ的なब労機会の૑出に力を入れている。
SE8"のઓུは「ಆ૪と開ൃの共ಉ行動」という言༿に表されている。ここで
いうಆ૪は，権利֫ಘのためにಆっていくということをҙຯし，また開ൃは，協
ಉ組合などࢢ場ڝ૪だけにґଘしない代ସ的な経済手ஈを༻いることからなる
（BIatt 199�
 214）。
　SE8"の協ಉ組合的ଆ໘としてとりわけ有名なのは，SE8"協ಉ組合ۜ行に
よるஷ஝・༥ࢿ事ۀである。༥ࢿはおもにྵࡉ自営ۀの原ࢿ向けであるが，༥ࢿ
Ҋ件の൒分はॅ୐੔උ，ࠗף૴ٸۓ，ࡇのҩྍࢧ出を࿫うなどといった会員ੈଳ
のੜ活શൠをࢧえるものである。このほかอ݈෦門のઃཱやอҭ෦門のಋ入も行
っている（ت多ଜ 2015）。
　SE8"はこのように，経済的にܙまれていないऑいཱ場にあるঁ性，よりਖ਼
確にはශ困ঁ性労働者の労働とੜ活にدりఴいࢧԉする運動と活動をల開する。
またインドのශ困૚には௿カーストのਓたちもগなくなく，SE8"のශ困ঁ性
に関する取組みは，ࠩ別やෆฏ等のղফ΁の取組みの一෦でもある。SE8"の
ઓུの1つの࣠であるಆ૪は，労働に限ఆされない権利֫ಘをめ͟すもので，
SE8"がల開するのはインド版包摂・権利擁護型の労働運動である。

ʢ�ʣɹ༗Ձのഇغ෺ʗ͝Έऩू労働ऀの૊৫Խɿ,,1,1

　マϋーラーγϡトラभのプωーࢢをڌ点に஀ੜした，有Ձഇغ෺収集労働者を
組৫化するのが,,P,Pである。,,P,P݁成のきっかけは，2ਓの大ֶڭ員が
1990年代初಄に，ഇغ෺収集をするࣇಐ΁のڭҭやഇغ෺リαイクルのܒ໤に
関するΩϟンϖーン活動をするなかで，ࣇಐのอ護者であるಉۀの਌にࣇಐڭҭ
のॏཁ性や਎分ূ明書の取ಘ等を提Ҋしたことがきっかけである。その後൴らは，
有Ձഇغ෺収集労働者による労働組合の݁成がॏཁと当初から考えていた，ϔッ
ドローダー（಄上運ൖ労働者）を組৫する労働組合リーダーであるόό・アダー
ϰにίンλクトを取った。2ਓの大ֶڭ員は有Ձഇغ෺収集労働者との৴པߏங
を進め，プωーࢢの൴らのίϛϡニςィに労働組合の݁成がॏཁであることをઆ
いていく。そしてアダーϰ主࠵の集会で労働組合の݁成がܾఆし，1993年に労
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働組合,,P,Pが஀ੜした。,,P,Pはさま͟まな社会組৫，ࢤある個ਓ，そして
ഇغ෺収集労働者本ਓたちのωットϫークとີ接な協力があって݁成された労働
組合である（$IikaSmane anE /aSaZan 2005� 3oVtI 201�）。
　,,P,Pの組৫ಛ性と行動ઓུのಛ性は࣍のようにまとめられる（$IikaSmane 

anE /aSaZan 2005）。第1に，,,P,Pは有Ձഇغ෺収集労働者である組合員自
らを代表する組৫であることである。第2に，,,P,Pはஉঁとも組৫するが，
ジΣンダーのॏཁ性をڧ調する点である。第3に，ෆਖ਼，ෆฏ等，ഉআにରする
ಆ૪を，経済，社会そして政࣏の領域で行う点である。ഇ඼ճ収者はほ΅ダリト
であるという。ශ困が経済的なものだけでなく，社会，文化，政࣏の࣍ݩの໰୊
でもあるというೝࣝにͮجき，ϗリスςィックなアプローνをとる必ཁがあると
考えている。そして第4に，行動ઓུとして，集ஂಆ૪（動員，ಆ૪，アジςーγ

ϣン）と開ൃにかかる諸活動を組み合わせることである。開ൃにかかる諸活動は
༥ࢿ協ಉ組合やഇ඼ॲཧ店などの૑ઃなどを指す（これを,,P,Pは「代ସ施ࡦの

（再）ߏங」とҐஔͮける）。このような代ସ施ࡦを有することで，ಆ૪にࢀՃする
ਓたちのίストをܰݮさせることができる。
　また,,P,Pは，組合員の社会経済的地Ґの向上をୡ成させるようプロάラム
や༥ࢿ協働組合，協ಉ組合খച店ฮのઃཱなどの取組みを行っている。自助組৫
（SelG�IelQ HSoVQs）の݁成もଅ進し，1995年にはリαイクルのためのഇ඼෺ൢ
ചを行う協ಉ組合もઃཱした。この事ۀ体を通じて，有ٳڅՋ，ୀ職४උج金，
৆༩，社会อো等のڅ෇が可能になっている。さらにインドอݥ公社との提携に
より，ো֐とࢮ๢事ނにରするάループอݥにՃ入することもできる。このほか
ಐࠗ，また家ఉ内๫力などの個ਓ的な໰୊΁ࣇ，ಐ労働ࣇ，ҭ，ঁ性΁の๫行ڭ
のର応やղܾにも取り組んでいる（3oVtI 201�）。
　ಉ࣌に,,P,Pはଞの組৫との協働にもੵۃ的にࢀՃし，組合員だけでなく社
会的ऑ者΁の政ڧࡦ化を働きかけている30）。たとえ͹子どもの権利のためのωッ
トϫーク「子どもの権利のための行動」（"ction GoS tIe 3iHIts oG tIe $IilE� "3$）

や「ਓͼとの݈߁Ωϟンϖーン」（+an "SoHZa "CIiZan）など΁のࢀՃである。非

30）,,P,PウΣブαイト（U3-� IttQ���XXX�kkQkQ�QVne�oSH�CVilEinH�alliances�Itml，2020年2月
9日閲覧）。
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組৫労働者のීว主義的な࿝ྸ年金の実現をٻめる「年金ධ議会」（Pension 

PaSisIaE）では，όό・アダーϰがその共ಉ委員௕を຿めている。

���ɽแઁɾݖར༴ܕޢ࿑ಇӡಈΛల։͢Δ/(0ͷྫ
　包摂・権利擁護型労働運動は，労働組合よりも/(Oの方がインドではଘ在ײ
が大きい。ҎԼ，एׯ地域的なภりがあるが，�つの組৫を঺հする31）。

ʢ�ʣɹ$JWJEFQ�*OEJB

　カルφーλカभのϕンΨルールࢢにڌ点をおく「インド・開ൃとฏ和΁のࢢຽ
社 会 の 取 組 み 」（$ivil *nitiatives GoS DeveloQment anE Peace *nEia� $iviEeQ 

*nEia）は，ಉࢢで盛んなણҡ・アパレル੡଄ۀ࢈にब労するঁ性労働者のࢧԉ
を当初の目的として，2000年に݁成された/(Oである32）。݁社の自由やஂ体ަ
বをはじめとする労働者の権利擁護に力を入れており，今日はアパレル੡଄・ણ
ҡۀ࢈のほかΤレクトロニクス੡଄ۀ，ൽֵۀ࢈，またίーώーやߚ஡のプラン
ςーγϣンۀ࢈にも取組みを޿げている。いずれも༌出ۀ࢈で，$iviEeQ *nEia
はとりわけάローόル経済に組みࠐまれるインドの労働者の権利に関心を向ける。
ಉ࣌にਓ権৵֐やڥ؀໰୊，企ۀによるෆ公ਖ਼な׳行や労働者権利の৵֐にରし
ても，イニγアςィブをとる。目的実現に向けて，労働者΁のڭҭや企ۀ行動の
Өڹについての調査，またさま͟まなスςイクϗルダーとのର࿩およͼ政ࡦมߋ
のଅ進に౒めている。そのୡ成のために，国内֎のフΥーラムなどにੵۃ的にࢀ
Ճしている。労働組合との࿈携にもੵۃ的で，アパレル੡଄・ણҡۀ࢈では
/5U*ࡿԼの「アパレル੡଄・ણҡ労働者組合」（(aSment anE 5eYtile 8oSkeSs� 

Union� ("58U）とີ接な関係にある。

31）この�組৫はいずれも筆者がաڈに聞き取りを行った組৫である。これらが包摂・権利擁護型労働運
動をインドでల開する組৫の代表であるとすることはできないが，ここでは多༷な組৫が包摂・権
利擁護型労働運動に取り組んでいるという点をࣔすことに主؟をおき，事例としてまとめる。

32）$iviEeQ *nEia事຿ہ௕のΰピφス・プラクムン氏΁の聞き取り（2008年11月14日実施）およͼ
$iviEeQ *nEiaウΣブαイトより（U3-� IttQ���XXX�civiEeQ�oSH�，2020年2月11日閲覧）。
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ʢ�ʣɹ$-3"ʢ「労働ௐࠪɾߦ動ηϯλʔ」ʣ

　社会的ऑ者をࢧԉする「プラϠス」（PSaZas）内に200�年にઃཱされた「労働
調査・行動ηンλー」（$entSe GoS -aCoVS 3eseaScI anE "ction� $-3"）は，ラー
ジϟスλーンभウダイプールࢢとάジϟラートभアーϝダόードࢢをおもにڌ点
とする組৫である33）。ݐઃۀ࢈やレンΨমき༼ۀ（CSick kilns），また໖܁りにै
事する労働者や೶ۀ労働者に関する調査とΩϟンϖーンを通じて，労働者の権利
擁護に取り組んでいる。$-3"の運動が包摂・権利擁護型であることは，ݐઃ労
働者の組৫化ࢧԉ等に明確に表れている。アーϝダόードࢢのݐઃ労働者はラー
ジϟスλーンभ౦෦からのҠຽ労働者，とくに社会֊૚の௿い指ఆ෦଒が多い。
Ҡຽ労働者の子どもたち΁のڭҭやੜ活αーϏスのࢧԉにも$-3"は関心を向け
ている。$-3"はまた，ݐઃ労働者を組৫する労働組合である「労働者の権利フ
Υーラム」（MaKEooS "EIikaS MancI� M"M）をはじめとする労働組合のࢧԉを行
っている。

ʢ�ʣɹ4"7&ʢ「ࣾձతೝࣝͱࣗओڭҭ」ʣ

　1993年にλϛルφードΡभのςィルプールをڌ点として૑ઃされた「社会的
ೝࣝと自主ڭҭ」（Social "XaSeness anE 7olVntaSZ EEVcation� S"7E）は，ࣇಐ
労働のࠜઈ，ঁ性とए年૚のΤンパϫϝント，公ਖ਼な労働ج४のଅ進，またශ困
૚／ශ困ίϛϡニςィの包括的開ൃに取り組んでいる34）。S"7E内の1ユニット
で2000年にઃけられた「労働リιース・ηンλー」（-aCoVS 3esoVSce $entSe� 

-3$）では，労働者の組৫化をࢧԉし，労働者の権利や労働組合の役割，社会อ
োとしてのୀ職४උج金やैۀ員国家อݥなどの෱ࢱプロάラム，職҆ۀશ，ҩ
ྍ・Ӵੜ，また子どもの権利やঁ性の権利などについてのڭҭやܒ໤を行ってい
る。プロάラムࢀՃ者には労働組合΁のՃ入をଅしていたが，実際のՃ入者は2
～ 3ˋఔ度であった（2013年࣌）。その後，プロάラムࢀՃ者のなかから自ら労
働組合を݁成しようとする動きが出てきて，S"7Eはその後方ࢧԉも行っている。

33）$-3"代表のスディール・カςィϠール氏΁の聞き取り（2013年12月2日実施）およͼ$-3ウΣブα
イトより（U3-� IttQ���XXX�clSa�in�，2020年2月11日閲覧）。

34）S"7E事຿ہ௕のϰィϠクラ・マリー氏΁の聞き取りより（2012年8月2�日およͼ2019年8月5日実
施）。またS"7EウΣブαイトもࢀর（U3-� IttQs���XXX�savenHo�oSH�，2020年2月11日閲覧）。
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ʢ4ʣɹ8PNFOT̀�7PJDFʢ「ঁੑの੠」ʣ

　$iviEeQ *nEiaとಉじくϕンΨルールࢢがڌ点の「ঁ性の੠」（8omen`s 7oice� 

87）は，スラムにॅډするঁ性ࢧԉに取り組Ή/(Oである35）。1980年の݁成は，
別の/(Oでトレーニンάを担当することになった૑ઃ者ルース・マϊーラマが，
スラムの状況を知るべく実施した調査がきっかけであった。スラムの諸ڥ؀のあ
まりにͻどい状況を前に，自ら改善に取り組Ήべきと考え݁成されたのが87で
ある。スラムॅډ者にはダリトが多く，ルース・マϊーラマもダリト（ਖ਼確には

ダリト・クリスνϟン）である。また氏はあるとき，87が主࠵する集会に家事
労働者がいつもࢀՃしないことにؾがついた。それはそのような集会にࢀՃする
と，൴ঁたちはޏい主からղޏされてしまうことがཧ由であった。また氏は活動
を通じて，家事労働者をଞの労働者とಉ一視することはできないとೝࣝするよう
になる。それは家事労働者が当࣌，そもそも労働者とは考えられていなかった等
がཧ由である。そこでまず，家事労働がޏ༻であるというೝ知をࠜͮかせ，また
家事労働に最௿賃金をઃఆすることをٻめることとした。さらに「家事労働者組
合」（(SVIa ,aSmikaSa SanHIa� (,S）を݁成し，家事労働者の労働条件改善や権
利向上に関する取組みも開࢝した。1980年代中൫に労働組合としてొ࿥を果た
した(,Sはこのように，/(Oの87が݁成のج൫になっている。ルース・マϊ
ーラマはダリトの地Ґ向上やスラムのڥ؀改善等に取り組Ήべく，87Ҏ֎にも
さま͟まなフΥーラムや組৫の活動に名を࿈Ͷている。氏は運動のల開にあたっ
てڧいイニγアςィブをൃشしており，そのޭ੷がೝめられ，社会活動領域のϊ
ーϕル৆ともいわれる3iHIt -iveliIooE "XaSEを200�年にत༩されている。

ʢ�ʣ88'ʢ*ʣʢ「Πϯυ働͘ঁੑϑΥʔϥϜ」ʣ

　包摂・権利擁護型労働運動において，トップのڧいイニγアςィブのもとに
/(Oと労働組合をซઃする例は上述の87 ／ (,Sだけではない。その一例が
19�8年にジϟϠ・アルφνϟラムがઃཱした「インド働くঁ性フΥーラム」
（8oSkinH 8omen`s FoSVm （*nEia）� 88F（*））である3�）。88F（*）はλϛ

35）ঁ性の੠およͼ家事労働者組合事຿ہ௕のルース・マϊーラマ氏およͼঁ性の੠ίーディωーλー
݉オーΨφイβーのγーラ氏΁の聞き取りより（ॱに2008年11月12日，13日実施）。
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ルφードΡभνΣンφイࢢに本෦をおく/(Oで，SE8"とಉじくශ困／௿所ಘ
のঁ性を，マイクロファイφンス等を通じてࢧԉしている。マイクロファイφン
スによる༥ࢿを利༻することにより，自営というब労機会が૑出されることにな
る。88F（*）ではマイクロファイφンスの開࢝前に，ঁ性ࢀՃ者にはঁ性の権
利等に関するトレーニンάを実施する。これは社会のภ見や໎৴がঁ性の権利や
活༂の大きな੍໿となっているからである。౎ࢢ෦ではこの状況がগしは改善さ
れているようだが，それでも10年ؒというؒظでみると，大きくはมわってい
ないという。88F（*）は࢞ຓ組৫として2組৫，マイクロファイφンスを扱う「イ
ンド協ಉ組合ωットϫーク社」（*nEian $o�oQeSative /etXoSk GoS 8omen -tE�）

とঁ性労働者を組৫する「働くঁ性શ国労働組合」（/ational Union oG 8oSkinH 

8omen� /U88）を૑ઃしている。

ʢ�ʣ4-%ʢ「労働ɾ։ൃڠձ」ʣ

　デリーに本෦をおき，ঁ性労働者やҠຽ労働者の社会経済開ൃ，またਓとして
の権利をはくୣされた状況にあるਓたちの文化的なճ෮を通じて，ߧۉのとれた
ൃ ల の 実 現 を め ͟ す/(Oに，「 労 働・ 開 ൃ 協 会 」（SocietZ GoS -aCoVS anE 

DeveloQment� S-D）がある。200�年૑ઃのS-Dも，ίϛϡニςィでのパートφ
ーとして労働組合を挙げる3�）。労働組合，ঁ性ஂ体，ए者が組৫するஂ体，さら
には文化ஂ体がࢀՃする労働フΥーラム（Ma[EooS Ekta MancI� MEM）と協ۀ
して，労働組合やその組合の家଒΁のαϙートを行い，ಉ࣌に労働者の権利だけ
でなくࢢຽ的権利΁の関心とཧղをߴめる取組みを行っている。MEMは家事労
働者のࢧԉが主ཁ活動の1つである。S-Dは組৫のઓུとして，労働組合およͼ
社会ਖ਼義の実現をめ͟すଞの/(O等との௕ظ的視点にཱった協ۀや࿈携をॏ視
している。

3�）88F（*）代表ジϟϠ・アルφνϟラム氏΁の聞き取りより（2008年11月19日およͼ2018年10月1
日実施）。氏のリーダーγップについては"mmanVS anE "sIa（2014）ࢀর。

3�）S-D事ۀ෦௕のアブドΡル・アリーム・カーン氏΁の聞き取り（2019年�月30日実施）およͼS-Dウ
Σブαイトより（U3-� IttQ���XXX�slE�inEia�oSH�，2020年2月12日閲覧）。
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ʢ�ʣɹΠϯυのแઁɾݖར༴ܕޢ労働運動のॾಛੑ

　Ҏ上，本અでとりあげたのは労働組合2組৫と/(O �組৫のみであり，これ
をもってインドの包摂・権利擁護型労働運動を一ൠ化することはできない。それ
でも上記の事例より，ಛ性をந出すると࣍のようにまとめられる。とくに第2 ～
4の点は，本書ং章が包摂・権利擁護型とした労働運動のಛ性に関࿈している。
インドでもಉ༷の運動がల開されている点をここでは確ೝしたい。
　第1に，いずれもශ困／௿所ಘ労働者をࢧԉしている点である。そして，ශ困
や௿所ಘという状況は୯に所ಘਫ४の໰୊ではなく，指ఆカーストや指ఆ෦଒と
いう出自にͮجくࠩ別，また性ࠩ別の݁果によるものであることが多いことから，
これらの組৫はශ困等の状況をもたらすࠜ本的なཁҼのղܾにも取り組んでいる。
　第2に，（SE8"については本અでは明ࣔしていないが）いずれの組৫も労働組合
をはじめとして，場合によっては国֎の/(O等のଞの社会組৫とのωットϫー
ク࡞りに力を入れたり，それらの組৫との࿈携や協働を視野に入れたりしている
点である。
　第3に，/(O �組৫について，ಛ௃的なのはいずれも૑ઃに当たって社会運
動家やਓ権活動家がかかわっている点である。インドの包摂・権利擁護型労働運
動ではリーダーの役割がॏཁといえそうである。そして൴ら／൴ঁら自਎は，運
動のର৅となる労働者૾／ࢢຽ૾からはڑ཭をおく，ڭҭਫ४がߴく専門知ࣝも
๛෋な，まさに指ಋ者（リーダー）的なཱ場にある。これは一ൠ論としての労働
組合リーダーが労働者であるという点と異なるಛ性である。
　第4に，とくに/(Oについて，「権利」をॏ視していることがうかがわれるこ
とである。ੈք的に1990年代Ҏ߱に࠾られるようになった，開ൃに当たりਓ権
をはじめとする権利をॏ視するという「権利をج൫とするアプローν」（3iHIts�

CaseE aQQSoacI� ҎԼ，権利アプローν）が，インドでもこの࣌ظҎ߱にࠜͮき࢝
め（ଠా 201�），社会運動等で盛んにڧ調されている。本અでみた包摂・権利擁
護型労働運動でも権利アプローνがインドでࠜͮいていることを，改めて確ೝで
きる。
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ʢ�ʣɹแઁɾݖར༴ܕޢ労働運動ͱ࢘๏

　本߲（1）の最後に，権利アプローνに言及した。日々の運動に権利アプロー
νから取り組Ή組৫，とりわけ/(Oが૿えていくなかで，権利アプローνの1
つの݁ؼは，࢘๏の場での൑断である。インドでは社会的ऑ者のٹ済手ஈとして，
また社会ਖ਼義の実現をめ͟して，公ӹૌুが行われる（2020 ౻ࠤ）。包摂・権利
擁護型労働運動の関࿈では，一例としてਗ਼૟労働者の運動ܗଶとしての公ӹૌু
を挙げることができる（ླ໦ 2015）。ਗ਼૟労働者には社会֊૚の௿いダリトが多く，
ਗ਼૟はਗ਼૟カーストというカーストとしての職ۀというҐஔͮけにある。したが
ってਗ਼૟労働者による労働運動は，カーストの໰୊にରする運動（ダリト運動）

でもある。そしてਗ਼૟カーストが公ӹૌুを༻いるのは，大ن໛な動員や政࣏力
を確ཱすることが困難であることが一Ҽである（ླ໦ 2015
 211�215）。
　ただし公ӹૌুをؚめ，インドではԼされた࢘๏൑断の実行化に，さらなる労
力が必ཁであることが多い。ѹ力をかけるべく，労働組合や/(O等のࢢຽ社会
がల開する運動はॏཁであり，൴らの役割は提ૌして࢘๏൑断がԼされたからと
いってऴわるものではない。また，࢘๏がޡった൑断をしないというわけではな
いし，࢘๏൑断がつͶにຽҙにԊうものであるというわけでもない38）。包摂・権
利擁護型労働運動のܗଶとして公ӹૌুをબ୒すること，また࢘๏൑断にґଘす
ることで必ず໰୊がղܾするかといえ͹，そうとはいえない可能性があることに
ཹҙが必ཁである。

ʢ�ʣɹ૊৫のಠཱੑͱຽओతͳखଓ͖ʹͭいͯ

　組৫のಠཱ性の؍点から，本߲（2）で言及したਗ਼૟労働者の労働運動につい
てิ଍する。公ӹૌুにղܾをٻめた先のਗ਼૟労働者は労働組合を組৫しなかっ
たかというと，そういうわけではない。主ཁなものとして19��年に஀ੜしたશ
インドਗ਼૟労働者会議がある。しかしશインドਗ਼૟労働者会議はその後分྾し，
今日大きなӨڹ力はない。それが運動ܗଶとして公ӹૌুがબ͹れているཧ由で
もあるが，ಉ組合がӨڹ力をࣦったഎܠに，݁成の後，（政ౘの）会議೿のࡿԼ
に入ったことがある（ླ໦ 2015
 225）。すなわち政ౘྻܥԼの労働組合となった

38）たとえ͹最ࡋߴ൑所によるޡ൑断の一例としてOta（2008
。রࢀ（�144�14 
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後に，Өڹ力がࣦわれている。
　本અでみた/(Oと政ౘ΁のैଐ性との関࿈では，$iviEeQ *nEiaの૑ઃは一
がさؾݏ௕ΰピφス・プラクムンが政ౘ政࣏にہ政࣏にかかわっていた事຿ظ࣌
したことが一Ҽである（3oZ$IoXEIVSZ 2005）。ଞ方，88F（*）で௕く代表を
຿めたジϟϠ・アルφνϟラムはλϛルφードΡभ会議೿委員会の෭委員௕を຿
めるなど，会議೿のౘ員であった。また87事຿ہ௕のルース・マϊーラマは，
とくにカルφーλカभでౘ੎のある政ౘのジϟφλー・ダル（ੈଏ主義）から࿈
๜ԼӃ議会બ挙にཱީิするなど，ಉౘとのかかわりがਂい。しかしいずれの組
৫も，政ౘとのかかわりが組৫運営のࢧোとなっているわけではない。したがっ
て政ౘとの関係の有無が包摂・権利擁護型労働運動にどのようなӨڹを及΅すか
は，一֓にはいえない。
　組৫のಠཱ性に関してはΉしろ，/(Oのスϙンαーの໰୊がある。労働組合
からだけでなく社会運動家からの/(O΁の൷൑として（ロイ 2012
 43�89），
/(Oは運営ࢿ金の֫ಘにスϙンαーのஂࡒや企ۀのいいなりになるଆ໘がある
こと，スϙンαーにෆ౎合な運動はそれがどれほど社会ਖ਼義を実現するものであ
っても，/(Oはその取組みをආけること，などが挙げられる。すべての/(O
が൷൑のର৅ではないが，途上国における開ൃの文脈では，/(Oの目的はスϙ
ンαーஂࡒ（企ۀがઃཱしたものがগなくない）や企ۀが考えるところの「開ൃ」
を実現しようとするものであって，その「開ൃ」が๬ましいか，その「開ൃ」の
ର৅となるਓたちがそれを๬んでいるかは別໰୊である39）。関࿈して，3�3�（1）
の第3の指ఠにもかかわるように，/(Oではトップと取組みのର৅となるਓた
ちにはڑ཭があり，ҙ思ܾఆがトップダウンࣜになる݁果，ຽ主的なҙ思ܾఆが
なされていないという൷൑もなされる（ଠా 2011）。包摂や権利擁護はຽ主社会

39）一ఆのධՁはしつつも，,eSsXell anE PSataQ（201�）はྨࣅの؍点，すなわちஂࡒからࢿ金提供
をडけている点からSE8"を൷൑する。なお，ブッカー৆ड৆࡞家で社会運動家でもあるアルンダ
ςィ・ロイによる，別のಛఆ状況に関してではあるが「ਖ਼義の؍念がਓ権ۀ࢈΁とܗをมえるという
のは֓念上のクーデλーだが，これに/(Oとஂࡒとはܾఆ的な役割を果たしてきた」という൷൑は

྽である（ロイ 2012ڧ �5）。また開ൃについて，֓念としての開ൃのパラダイムは今日，政෎のׯ
বを最খ限にしてࢢ場に委Ͷるという新自由主義的なࢤ向を൓өさせたものとなることもあり，新
自由主義Լの/(O等の取組みにରして，「ࢢຽ社会の新自由主義化」であると൷൑するインドに関
する研究がある（PattenEen 201�
 134）。
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に必ཁな最௿限の条件である。運動のల開にຽ主的な手ଓきをとることが必ਢと
思われる包摂・権利擁護型労働運動は，経済と社会のൃలをめ͟す途上国の開ൃ
の文脈では，組৫のಠཱ性と代表性がいっそう໰われていると考えられる。

おわりに

　インドの労働運動は௕きにわたり，政ౘྻܥԼにある労働組合が主ಋしてきた。
その状況は今もมわらないが，政ౘܥ労働組合による労働運動をみるだけでは，
今日のਖ਼確なインドの労働運動૾の೺Ѳはできない。本章ではこのೝࣝのもとに，
政ౘにैଐしないಠཱܥ労働組合による労働運動と，包摂・権利擁護型労働運動
の2つをインドの「新しい労働運動」とಛఆし，その動ଶを論じた。本章の主ཁ
な議論をまとめると࣍のようになる。
　第1に，南アフリカやブラジルなどのいくつかの新興国において，本書がఆ義
する新興国型の新しい労働運動が଻動しల開されたのは19�0年代～ 1980年代
であったのにରし，運動の中਎こそちがっても，まさにಉじく19�0年（～ 1980年）

代に，インドでも2つの「新しい労働運動」がݦ在化している。新興国型とイン
ドの「新しい労働運動」のちがいは，前者が開ൃ／経済ൃలや政࣏体੍のあり方
を໰うような，権Җ主義的，非ຽ主主義的な体੍や׳行の打破をめ͟したもので
あるのにରし，インドの「新しい労働運動」はຽ主主義体੍内のものであった点
である。また新興国型の新しい労働運動がల開された国々の当࣌の労働運動では，
包摂・権利擁護型労働運動は大きなҐஔͮけが෇༩されて論じられないのにରし，
インドでは19�0年代の労働運動として，SE8"とその包摂・権利擁護型労働運
動はۃめてॏཁなҐஔͮけにある。
　第2に，本章はಠཱܥ労働組合というインドの「新しい労働運動」の౸ୡ点と
して，19�0年代に๖ժをみ，2001年に݁成された労働組合࿈合の/5U*に஫目
した。政ౘैଐを൱ఆする/5U*は，ಛఆの政࣏思૝にとらわれず，その݁果，
政ౘܥ労働組合と異なり，෯޿い思૝を࣋つ労働組合を集݁させている。それが
げている。もともとは，ま޿ଘのφγϣφルηンλーにはない運動の可能性をط
ずは賃金や労働条件の改善，向上をめ͟すというैདྷ型の労働組合が中心になっ
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て݁成された/5U*のࡿԼの労働組合には今日，包摂・権利擁護型の労働運動あ
るいはそれに近い運動をల開する組৫もある。
　第3に，/5U*の組৫੎力は近年，国際化などの経済ڥ؀のม化や政෎の企ۀ
活動ॏ視の政ࡦにより，གྷり場にࠩしֻかっている。また，国レϕルでの政ࡦ৹
議等の場΁のਖ਼ࣜなࢀՃ֨ࢿである$5UOとしてೝఆされるほどの組৫ن໛は，
/5U*は確อできていない。したがって/5U*のӨڹ力／ൃ言力は，政ౘܥ労働
組合を中心とするطଘの$5UOが࣋つӨڹ力には及͹ない。これが，/5U*に
代表されるインドのಠཱܥ労働組合とその労働運動の現࣌点での౸ୡ点である。
現在は$5UOೝఆ手ଓきやそもそものۀ࢈ຽ主主義がଛなわれた状ଶにあると
はいえ（ଠా 2019C），/5U*も政ࡦ৹議の場でのਖ਼ࣜなൃ言権を確อするために，
$5UOೝఆをめ͟すべきと思われる。
　第4に，インドの包摂・権利擁護型労働運動は，インドが経済と社会のൃలを
め͟していくなかで，インド社会が๊える，またインドಛ有の֊૚，出自，性別
などに関するࠩ別やෆฏ等という，ࠜਂい໰୊に向き合う労働運動である。運動
のల開にຽ主的な手ଓきをとることが必ਢと思われる包摂・権利擁護型労働運動
では，運動をల開する組৫が֎෦からのಠཱ性を確อしていること，また運動が
Ճ者の考えやҙ見を൓өしたものであることが，経済と社会のൃలをめ͟すաࢀ
ఔではよりいっそうॏཁであると考えられる。
　最後に，ද���に໭る。ද���はະ確ఆ஋とはいえ，第2અでみた/5U*が第4
ճ$5UOن໛調査において$5UOとしてのೝఆ申੥を見ૹった一方，第3અで
みたSE8"の組৫ن໛が着実に֦大していることがわかる。政෎がԆظしてい
る第4ճن໛調査にͮجいてೝఆۀ࡞が行われれ͹，SE8"が$5UOにとどま
ることはほ΅確実である。$5UOとしてのೝఆに関して，インドの2つの「新し
い労働運動」を代表する/5U*とSE8"で明҉が分かれている。
　SE8"は2002年の第3ճ調査で$5UOとしてೝఆされたことをडけ，それҎ
߱，とくにશ国ن໛のストライΩやデϞンストレーγϣン，߅議集会の場໘で，
政ౘྻܥԼにあるطଘのφγϣφルηンλーとಉじ෣୆にཱつ機会が૿えた。ط
ଘのφγϣφルηンλーはSE8"の$5UOೝఆにରしてڧいݏѱײを๊いてい
たが（ଠా 2011），今日ではগなくとも表向きはSE8"をडけ入れている。政ౘ
労働組合を中心とするैདྷ型の労働運動も，新しいものを取り入れながら運動ܥ
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のيಓを調੔しているとみることができる。
　本章の論点の1つはಠཱܥ労働組合による労働運動のల開をݕ౼することであ
り，企ۀ／組৫というマイクロレϕルでのその労働運動の成果は考࡯のର৅֎で
あった。たとえ͹よりߴい賃金ਫ४やよりྑい労働条件を֫ಘしているのは，政
ౘܥ労働組合とಠཱܥ労働組合のどちらなのだろうか。両者ではどちらの方がよ
りྑ޷な労࢖関係をஙくことができているのだろうか。こうした労࢖関係上の個
別の指ඪを༻いたಠཱܥ労働組合の成果やӨڹ力は，今後のݕ౼՝୊である。
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BSU BinoEini SISamik Union 労働者組合ۀ࢈楽ޘ /5U*ࡿԼ労働組合

S&8A
SelG EmQloZeE 8omen`s 

"ssociation
ࣗӦঁੑڠ会

ಠཱܥで，包摂・権利擁護型労働運動を

ల開する労働組合

+,5U$
+ammV anE ,asImiS 5SaEe 

Union $entSe

ジϟンムー・カγϛールभ労働組合

ηンλー
/5U*ࡿԼ労働組合

+,MU
+IaSkIanE ,SantikaaSi Ma[EooS 

Union
ジϟールカンドֵ໋労働者組合 /5U*ࡿԼ労働組合

S"7E
Social "XaSeness anE 7olVntaSZ 

EEVcation
社会的ೝࣝと自主ڭҭ /(O

87 8omen`s 7oice ঁ性の੠ /(O

P5S Penn 5Io[IilalaSHal SanHam ঁ性労働組合 /5U*ࡿԼ労働組合

5-$ 5eYtile -aCoVS "ssociation ણҡ労働組合 SE8"の݁成初ظの฼体の労働組合

/$- /ational $entSe GoS -aCoVS શ国労働ηンλー ಠཱܥ労働組合

A*TUC "ll *nEia 5SaEe Union $onHSess શインド労働組合会議 $P*ܥ労働組合

$5UO
$entSal 5SaEe Union 

OSHanisation
中ԝ労働組合組৫

࿈๜政෎がೝఆする労働組合のશ国中ԝ

組৫
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ུশ ӳ໊ޠশ ೔ຊ໊ޠশ උߟ

/U88
/ational Union oG 8oSkinH 

8omen
働くঁ性શ国労働組合 88F（*）࢞ ຓ組৫

).S )inE Ma[EooS SaCIa ώンド労働ऀ࿈ໍ ಠཱܥ労働組合（چ社会ౘܥ）

ʕ PSaZas プラϠス /(O

ʕ
MalaScI 8omen�s 3esoVSce 

$entSe
マラーνঁ性ݯࢿηンλー /(O

/5U* /eX 5SaEe Union *nitiative 新しい労働組合イニγアςィブ ಠཱܥ労働組合

5US$
5SaEe Union SoliEaSitZ 

$ommittee
労働組合࿈ଳ委員会 共ಆのための労働組合の࿈ໍ体

$-3"
$entSe GoS -aCoVS 3eseaScI anE 

"ction
労働調査・行動ηンλー /(O

M"M MaKEooS "EIikaS MancI 労働者の権利フΥーラム 労働組合

-3$ -aCoVS 3esoVSce $entSe 労働リιース・ηンλー S"7E内の労働者ࢧԉユニット

S-D
SocietZ GoS -aCoVS anE 

DeveloQment
労働・開ൃ協会 /(O

MEM Ma[EooS Ekta MancI 労働フΥーラム
労働໰୊に取り組Ή諸組৫によるフΥー

ラム

（஫）　ུশおよͼ日本語名শでଠࣈԼઢの労働組合がɺ$5UOೝఆ組৫である。
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